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創立４０周年を迎えて

東郷 重興理事長

創立40周年記念講演会を開催。写真左から、黒澤隆夫副学長、東郷重興理事長、北海道大学名誉教授・鈴木章先生、新川詔夫学長［関連記事14ページ］

新川 詔夫学長

　1974（昭和49）年に本学園が創立されてから40年

を迎え、薬学、歯学、看護福祉学、心理科学、リハビリテー

ション科学の５学部を擁する医療系総合大学に成長しま

した。その目指すところは学生諸君がそれぞれの専門分

野を超えて交流し、お互いに切磋琢磨する環境を整え、

近年ニーズの多様化する医療現場を支えるプロフェッ

ショナルな医療人を育成することにあります。すべての

学部学生に自分の専門外の分野についても「多職種連

携カリキュラム」という講義の中で目を開かせるだけで

なく、今後は病院での実地研修の中で教える、具体的に

は市中の大病院の中で色々な専門分野の医療人がチー

ムワーク良く、仕事をしているかを見聞きさせることが

必要ではないかと考えています。

　北海道医療大学は創立40年が経ち、ここまで成長す

ることができました。しかし医療技術の進歩は益々早く

なり、複雑化しています。医療系総合大学として、これか

らその特色をどう生かして行くのか問われていると思い

ます。医療系総合大学としての幹に、これからどうやって

枝をたくわえ、大木になっていくか、更なる教育力の充実

を図らなければならないと考えています。

　今後更なる飛躍を遂げるよう、改革、改善への努力を

一層重ねていく所存でございます。関係各位の今後一層

のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

　知育、徳育、体育の「三育」を建学理念として1974年

に創立された本学は今年で開学40年目を迎えました。

音別町時代の旧教養部や薬学部・歯学部の創立初期の

労苦を経て、1985年から当別町がメインキャンパスの

地となり現在に至っています。その後ほぼ10年毎に新

分野の設立・拡充をはかり、創立20年を期して東日本学

園大学から北海道医療大学へと大学名称を変更し、現在

５学部８学科・研究科および専門学校に通う3,300名以

上の学生と600名を超える教職員からなる医療系の総

合大学となりました。また、17,000名以上の本学卒業

生が社会の中枢として全国各地で活躍しております。

　40年の節目の年に当たり、将来の日本の医療を支え

ていく本学学生たちのフロンティア精神を後押しするた

めに、記念事業としてノーベル化学賞受賞者の鈴木章先

生をお迎えして、過日学術講演会を盛大に開催しました。

学生とともに聴衆一同も深く感銘を受けました。

　本誌は40年間の本学の歩みを記録したものでござい

ます。本学の現状とその目指すところをご理解いただけ

れば幸いでございます。本学に対するみなさまの今後一

層のご支援とご協力をお願い申し上げます。
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創立40周年記念特別企画
誌上座談会

「北海道医療大学と私」
全国各地の医療・福祉現場、研究・教育の最前線で活躍中の本学卒業生に、

現在の仕事をはじめ、大学時代の思い出、母校への期待などをお聞きしました。

それぞれが精力的に活動されているなか札幌にお集まりいただけた4人と、個別インタビューに応じてくださった4人、

合わせて8人の卒業生のお話を誌上座談会としてまとめました。

今原 伸治 さん
武田薬品工業（株）医薬営業本部
マーケットマネジメント部長

 ［薬学部２期生］

河村 奈美子 さん
大分大学医学部看護学科 准教授

［看護学科1期生］ 大原 裕介 さん
社会福祉法人ゆうゆう 理事長

［医療福祉学科  7期生］ 本谷  亮 さん
福島県立医科大学医療人育成・支援センター
／医学部神経精神医学講座 助教

［臨床心理学科1期生］ 千葉 真澄 さん
テレビ北海道 アナウンサー

［臨床心理学科3期生］

藤川 隆彦 さん
鈴鹿医療科学大学大学院薬学研究科 教授

［薬学部14期生］ 三浦 宏子 さん
国立保健医療科学院 国際協力研究部長 

［歯学部2期生］ 中村 公則 さん
北海道大学大学院先端生命科学研究院 准教授

［歯学部13期生］

※現臨床福祉学科

※



黒澤： 様々な分野で活躍中の卒業生のお話を

こうしてお伺いできることを大変うれしく思いま

す。みなさんの現在のお姿から本学と実社会の

つながりが見えてくることを期待しております。お

仕事のご様子、母校の思い出を語って頂き、本

学への提案、励ましも頂きたいと思います。よろ

しくお願いします。まず、自己紹介を兼ねて、現

在のお仕事についてお話しください。

今原： 薬学部2期生です。卒業して武田薬品

工業に就職し35年になりました。現在は、医薬

営業本部におり、営業戦略、情報戦略、関連シ

ステムの運営・管理、製品の広報、並びにコン

プライアンスに関する指導を統括しています。

製薬メーカーの仕事は開発した医薬品を通して

患者さんとご家族に笑顔を届けることです。社

会に不可欠、非常に重要な役割を担う中で全

社的な影響力をもつ職に就き、責任が重いだけ

にやりがいの大きな仕事をさせて頂いています。

　入社以来、MR（医療情報担当者）、リー

ダー、所長として得てきた様々な経験を生かし

て、後進の指導にあたることにも手応えを感じま

す。定年も見えてきましたが（笑）、現役の間はア

グレッシブに、世界のより多くの人々がそれぞれ

の人生を豊かに過ごせるよう予防から治療・治

癒にわたる医療の多用なニーズに貢献したいと

考えています。

黒澤： 今原さんには本学の生涯学習事業・医

療薬学セミナーの講師を何度も務めていただい

ています。この9月にも、広島市で医薬品業界に

ついての最新の話題をお話し頂きました。では、

次は同じ薬学部出身の藤川さん、お願いします。

藤川： 薬学部14期生です。鈴鹿医療科学大

学薬学部で分子予防薬理学研究室を主宰し

ています。本学部では担任制をとっており、各学

年3～5名の学生を受け持ち入学時から国家

試験対策まで、一人ひとりの状況を把握し個人

面談など細かな指導を行っています。これまで担

当した学生の中には、成績不振者が面談を境

に急激に学力を上げストレートで薬剤師国家試

験に合格したケースもありました。このことは、教

員と学生の人間関係の大切さを実感した出来

事で、16年間医学部に在籍し研究至上主義

の環境にいた私が教員としての大きなやりがい

を見つけるきっかけとなりました。以来、私の研

究室に来た学生全員を国家試験合格に導き、

いきいきと社会で活躍する姿を見ることが私個

人の夢や目標より優先されることになりました。

　研究活動では、（1）杜仲茶エキスおよびその

主要成分・アスペルロシドによる抗肥満効果の

作用機序解明、（2）杜仲茶エキスによる食欲

抑制効果の作用機序解明、（3）食品による安

静・睡眠誘導効果の作用機序解明、（4）エゾ

ウコギエキスによる自律神経調節機構の解明、

（5）既存の食品への特殊な加工による新規原

料化の開発、以上大きく５つを進めています。

黒澤： 本学は薬学部開設の4年後に歯学部を

開設しました。今年は歯学部1期生の卒業から

30周年です。歯学部２期生の三浦さん、13期

生の中村さんは、現在どのようなお仕事をされて

いますか。

三浦： 国立保健医療科学院に勤務していま

す。保健・医療・福祉に関係する自治体職員等

への研修、並びに関連する調査研究を行う厚

生労働省直轄の機関です。国が実施する厚生

労働施策に関連する調査研究を行い、具体的

な提言を行うこともしばしばです。歯科口腔保

健法第12条に定められた基本的事項の策定

と、国民健康づくり対策として実施されている健

康日本21（第二次）の策定、これらでは厚労省

内の専門委員会の委員を務め、基本的事項の

策定に関する専門委員会では委員長代理を務

めました。調査研究で得られた成果が国の施策

に活用されることには大きなやりがいを感じま

す。また、歯科口腔保健法が制定されたこともあ

り、地域における歯科口腔保健施策に大きく関

与できたこともうれしく思います。

　今年から国際保健の仕事も加わりましたの

で、日本の高齢化対策や生活習慣病対策を、

アジア諸国の健康施策に役立てる活動にも力

点を置きたいと考えています。

中村： 北海道大学の北キャンパスエリアにある

先端生命科学研究院の自然免疫研究室で腸

管免疫をテーマに研究を進めています。腸内抗

菌ペプチド、とくにパネト細胞α-ディフェンシンの

働きに着目し、疾患との関連を探っています。α-

ディフェンシンが常在菌と病原菌の選択という

働きを担うことを研究室として論文発表したの

に続き、α-ディフェンシンの測定方法を開発し、

現在はマウスを使った実験が進行中です。α-

ディフェンシンの不足、過剰と、肥満や糖尿病と

いったメタボリックシンドローム系の疾患との関

連性を明らかにすること、潰瘍性大腸炎、クロー

ン病の炎症性腸疾患の原因解明と治療法開

発をめざしています。α-ディフェンシンがコント

ロールできるようになれば、サプリメントの開発、

検査のマーカーとして使う可能性が考えられ、

予防医学へも貢献できるという希望をもって進

めています。

　歯科医師らしい研究としては、培養した小腸

の上皮細胞を使い、口腔常在菌と腸管自然免

疫のクロストークの解明に取り組んでいます。口

と腸はつながっていますから、イベントで子どもや

市民に説明するときは、「簡単にいうと体はちく

わみたいなものなんだよ」と説明します。（笑）

　自分の立てた仮説通りの結果が出ることは

ごく稀ですが、そのめったにないポジティブな結

果を目にしたときの「いま、このデータを知ってい

るのは世界で自分だけだ」という感覚が忘れら

れなくて、先へ先へと進んでいます。

黒澤： 本学は1993年には全国の大学で初め

て看護教育と福祉教育を融合した看護福祉学

部を開設しました。今日は看護学科1期生と臨

床福祉学科の7期生にお越し頂いています。

河村： 看護福祉学部看護学科1期生、東日本

学園大学の校名で最後の入学生です。現在は

大分大学の看護学科で精神看護学を担当して
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います。助教と二人、概論から方法論まで講義、

演習・実習、研究指導すべてを担当しています。

教員になって、北海道医療大学の教員数の多

さがよくわかりました。また、発達障がい児の施

設での遊びの支援など、学生を巻き込んだボラ

ンティアの場をつくることにも取り組んでいます。

　研究テーマはアニマルセラピーです。コミュニ

ケーション上の障がいがある認知症高齢者や

子どもを対象に、動物、（犬、馬）がいることで人

と人のコミュニケーションがどう発展するかを研

究しています。昨年からは発達障がい児のケア

に乗馬療法を取り入れました。所有する馬をセ

ラピーだけでなく、福祉サービスに活用すること

も考えています。精神看護を専門としているせ

いか、看護と福祉の境界を意識せずに活動し

ています。今日いらしている大原さんの講演もお

聞きしたことがあります。

大原： 看護福祉学部臨床福祉学科7期生で

す。実はきのうはフォーラムがあって大分にいま

した。活動に重なる部分があるので、ぜひ次は

河村さんの所にも寄らせて頂きます。

　私は2012年より当別町の社会福祉法人

「ゆうゆう」理事長を務めています。「ゆうゆう」の

前身は北海道医療大学の卒業生4人で2005

年に設立したNPO法人、さらにその前身は学

生ボランティアの活動拠点でした。「ゆうゆう」の

基本的事業は障がい者の社会参加の支援で、

障がい者が働く場としてレストランやカフェ、農

園などを経営しています。その他、デイサービス

センター、在宅介護支援センターなど、現在で

は当別町と江別市に10事業所を展開していま

す。北海道医療大学出身者を中心にした福祉

専門職のほかパティシエやグラフィックデザイ

ナーなど多彩な職員がおよそ60名、登録ボラン

ティアは1,500人強の組織です。当別町では

数少ない、北海道医療大学生の就職先として

の位置づけも意識しました。

黒澤： 卒業生が後輩の活躍の場をつくるとい

うのは本学も望む、理想的なかたちです。大原さ

んは本学の客員教授でもあり、また学生の実習

も受け入れて頂いていますね。

大原： はい、全学的授業を担当しています。臨

床福祉学科1年生に

は当ボランティアセン

ターでの2日間のボラン

ティアを必修としていま

す。ここで福祉の現場

の面白さに目覚める学

生もいます。学生の介

護職員初任者研修

（旧ホームヘルパー2

級）を支援して、修了者

にはグループ施設で介護のアルバイトをしてもら

うシステムもあります。

　「ゆうゆう」の活動理念は「地域を創る」です。

既存の施設やサービスがなければ自分たちでつ

くります。障がい者も高齢者も自分の役割を見

つけられるまち、人生の最期まで暮らせるまち、

学生も大人も、行政も民間企業も、まちの誰も

にメリットのあるまち、ネガティブなイメージで語ら

れることが多い“地方”で、新しいまちのデザイン

を提示していきたいと思っています。福祉は非

常にクリエイティブな世界です。地域には課題

が山積で、その多くが福祉に関わることです。や

りがいだらけの仕事といえます。ただ、私自身は

仕事をしているという意識は希薄で、生き方をか

たちにしている、表現しているという感覚です。

黒澤： 本学では2002年に心理科学部を開設し

ました。文系で教育されることが多かった心理に

科学的にアプローチする新しいかたちの臨床心

理学科からは1期生、3期生にお話を伺います。

本谷： 心理科学部臨床心理学科1期生です。

福島県立医科大学で、学生、教職員の相談活

動、附属病院の心身医療科でカウンセリングや

検査など臨床活動を行っています。臨床と並行

して行っている研究の中心は、慢性疼痛の患者

さんに対する認知行動療法です。恩師、坂野教

授は認知行動療法のわが国における第一人者

ですから母校の誇りにかけて、有効な心理療法

プログラムの開発を実現させるとともに、効果を

脳科学の視点からも明らかにしたいと考えてい

ます。教育面では、学生の医療面接や災害時の

こころのケアに関する演習形式の授業を担当し

ています。東日本大震災後は地域支援が増えま

したので、学外で民生委員やボランティアに対

する自殺予防、被災者・避難者支援での相談

会や健康講話などの活動も行っています。

　病院臨床で働きたいという希望が叶い、加え

て福島医大病院は疼痛治療への先進的取り

組みで全国的に知られる病院ですから、学部時

代から「痛みに対する心理的支援」を専門テー

マとする私には恵まれた環境下にいます。

千葉： 臨床心理学科の3期生です。臨床心理

学科の卒業生の進路は心理士などの専門職

以外にも多彩で、私の職場はマスコミ、テレビ

北海道です。現在は平日夕方の「道新ニュー

ス」キャスター、土曜日の「サマー競馬」MC、「け

いざいナビ北海道」のナレーションやレポート、

その他映画のインタビューや野球のベンチリ

ポートなどを担当しています。放送には画面に

映るアナウンサーだけでなく、取材スタッフやカ

メラマン、音声スタッフ、タイムキーパーなどたく

さんの人が関わり、それぞれの仕事に全力を注

いでいます。私はそれを限られた時間の中で視

聴者にしっかり伝えることが役割です。

　私が「伝える」「つなぐ」ことが自分の仕事だと

本当の意味で理解したのは生放送の現場、札

幌ドームでの野球の試合終了後のヒーローイ

ンタビューでした。観客すべての視線が一点に

集中した中でのインタビューで、広さと雰囲気に

圧倒されマイクを握る手が震えました。でも、そ

のときふと観客席に目をやり、「選手は何を言っ

てくれるんだろう」という期待の表情で埋め尽く

されているのを見て、「主役は選手、私は選手と

ファンをつなぐ役目」という当たり前のことに気

づくことができました。すると、ふっと楽になり、リ

ラックスしてインタビューができました。アナウン

サー歴７年目になりますが、私なりに他者をつな

ぐコミュニケーションを考え、工夫する毎日です。
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黒澤： 本学での学びと現在のみなさんのお仕

事とは切り離して考えられないと思いますが、本

学での経験はどう生かされていると感じますか。

在学中の思い出を交えてお聞かせください。

今原： 私が入学した時は、当別キャンパスとは

別に教養部の校舎が道東の音別町（現・釧路

市）にありました。入学から１年半はタンチョウや

エゾシカが身近にいる大自然の中での寮生活、

最初の半年は入学したばかりの私たちと怖い１

期生（笑）、次の半年は同期だけ、最後の半年

は３期生との集団生活でした。2年次後期に当

別キャンパスに移っても当時は交通の便も悪

く、遊ぶ場所もなく、閉鎖的な環境だったといえ

ます。しかし、その環境こそ人間関係構築力を育

ててくれました。いうまでもなく社会に出て大いに

役立つ力です。あの時間を共に過ごした同期は

生涯の友となり、いまも毎年札幌で開く同期会

には全国からたくさんの同期が時間をやりくりし

て集まります。

　学びの面では、２年次の後期から卒業まで物

理化学教室で取り組んだ研究がいちばんの思

い出です。当時の山本教授、現教授の豊田先

生の指導を受けながら、同期の鈴木君と実験を

重ね英語論文にまとめました。学部生ながら英

文雑誌に論文が掲載され、大きな達成感を得

られました。この論文は、社会に出てからは

度々、営業先のドクターと別刷りの交換などを

通して距離を縮めるきっかけにもなりました。

　そして何より、遊びたい盛りには厳し過ぎると

感じるほどのご指導を受け（笑）、その結果取得

できた薬剤師免許です。国家資格は身を助けま

す。薬剤師免許が営業での情報提供の説得

力を増してくれる場面が多々ありました。

藤川： 在学中に身についたことというと、まず

実験テクニック、そして自学自習の習慣です。薬

学部では各分野まんべんなく実習、実験があり

ましたが、その積み重ねからどこにでも通用する

実験テクニックを得られたことが、大学の外に

出てわかりました。博士課程から長く医学部に

在籍しましたが、医学部の大学院でも実験テク

ニックで劣っていると感じたことはありません。新し

い実験に対しても簡単に対応できましたし、むしろ

容易に感じるものもあったくらいでした。また、北海

道医療大学の先生方は厳しい反面、自主性に任

せてくれる部分があり、自学自習に取り組む環境

を作ってくれました。２年次からは講義前に“朝勉”

と称してマクマリーの有機化学（洋書）、ハーパー

の生化学（洋書）を繰り返し読み、夕方からは図

書館が閉館するまで薬理学を勉強しました。この

時に得た知識が大学院で大いに役立ちました。

黒澤： 朝勉とは、勉強熱心な学生でしたね。学

習意欲に火をつける雰囲気を教員が作り出せ

たとしたら大学としてうれしいことです。

藤川： もちろん、勉強だけしていたわけではありま

せん（笑）。バスケットボール部で学年や学部を超

えた先輩・後輩と楽しい思い出もたくさん作りまし

たし、修士課程では札幌にある病院の薬局でア

ルバイトをさせて頂きました。振り返ると、時間の

使い方を学んだと思います。「できる時間にできる

ことを全てした」といえる大学時代でした。博士課

程を短期修了できたのもそのおかげです。

　自分が学生を受け持つ立場になり、当時の

先生の大きさをあらためて感じます。忘れられな

いのは２年次の微生物の実習期間中に札幌

で開催されたノーベル賞フォーラムに友人と２

人、どうしても参加したいと森教授にお願いした

ときのことです。私たちが後日、特別実習を受け

られるよう取り計らってくださり、フォーラム参加

を認めてくださいました。このときの講演で「これ

が研究なんだ」と全身で感じたことで現在の私

がいます。とても感謝しています。
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武田薬品工業（株）
医薬営業本部マーケットマネジメント部長

今原　伸治 さん

薬剤師。北海道江別市出身。1979年4月武田薬品工業(株)
入社。MR（医療情報担当者）として新潟支店を皮切りに神戸
営業所チームリーダー、医薬営業本部マーケットマネジメント部
課長を経て、1997年大阪支店堺営業所所長。その後、広島
営業所所長、医薬営業本部マーケットマネジメント部グループ
マネジャーを務め、2007年札幌支店支店長、2011年大阪支
店支店長。2013年4月より現職。本学薬学部同窓会主催の
生涯学習事業・医療薬学セミナーの講師としてもおなじみ。

鈴鹿医療科学大学大学院薬学研究科 教授

藤川　隆彦 さん

1996年12月三重大学大学院医学系研究科博士課程短縮
修了。医学博士、薬剤師。大阪府出身。三重大学医学部生
化学講座助手、同講師、シンシナチ大学医学部にて文部科学
省在外研究員、国際科学振興財団兼任研究員を経て、2005
年三重大学大学院医学系研究科ゲノム再生医学講座講師、
2008年同准教授と16年間医学部に在籍。2009年4月鈴鹿
医療科学大学薬学部教授（薬学科分子予防薬理学研究室）
就任、2014年4月より現職。社外技術顧問を務めるなど積極
的に民間企業とも連携。知的財産関連で３年連続学長表彰
（三重大学）。三重大学医学部客員教授。

大学での経験がいま生きている

薬学部薬学科14期生
大学院薬学研究科修士課程1993年修了

薬学部薬学科２期生 1979年卒業



黒澤： いいお話です。さて、歯学部卒業生の三

浦さんはどのような思い出がありますか。

三浦： 大学時代といってまず思い出すのは最

終のJRに乗り遅れないよう走ったことです

（笑）。当時、歯学部の実習は遅い時間まで実

施されることが多く、いつも当別キャンパスの坂

を小さな駅に向かって全力で走り下りていまし

た。目の前の課題をこなすのに精一杯の毎日で

したが、地道に積み重ねる努力と一つのことを

やり遂げる強さが育まれた6年間でした。

　学部卒業後は口腔衛生学講座の助手に採

用され12年間勤務しましたが、大学の滞在時間

はやはり長くハードでした。歯学部2期生というこ

とで社会に出て活躍する先輩のロールモデルや

基準となるデータが少なく、手当たり次第にチャ

レンジしていた印象がありますが、そんな当別で

の18年間の全てがいまの私の礎です。

黒澤： 同じく歯学部卒業の中村さんはいかが

ですか。

中村： 現在、先端生命科学研究院で腸内免

疫を研究するという一見歯科とは関係のない環

境にいますが、私は歯科医師免許がすべての

ベースにあると思っています。歯学部で学んだ

疾患の知識が役に立ったこともありますし、今原

さんがおっしゃるように国家資格が説得力をアッ

プしてくれる場面もあります。そして何より、国家

試験という関門が私に学ぶ喜びを教えてくれま

した。気づくのが遅すぎて後輩の手本になれま

せんが（笑）。国家試験に向けて周りの学生は

膨大な量の情報をどんどん暗記していましたが、

いざ始めてみると私は暗記が苦手で、できなかっ

た。たぶんつまらなかったんです。それでどうやっ

たらできるかを考え、自分に合っているのは暗記

ではなく理屈だと気づきました。すると全てが互

いに結びついてストーリーとして見えてきました。

知らないことがどれほど多いか、知らないことを

知ることがどれほど面白いか、その発見が大学

院進学、研究の道へ進むきっかけとなりました。

黒澤： 次に、看護福祉学部卒業の河村さんと大

原さんに伺います。看護と福祉を融合した学部で

あると感じたことがあればそれもお聞かせください。

河村： 私が看護と福祉の境界を意識すること

がないのは、やはり大学時代の環境にあると思

います。臨床福祉学科と一緒に受ける授業も

ありましたし、休み時間のたびに看護福祉学部

棟1階のラウンジに学生が集まって学科の違い

を意識することなく楽しく過ごしていました。精神

看護学実習で統合失調症の若い患者さんを

担当し精神看護への興味が猛烈に湧くと、ます

ます福祉領域との親和性を感じるようになり、

同時に、ケアの精神は共通でも私たち看護と

は知っていることが違うことを発見しました。

　こうして年数がたって、北海道医療大学の自

由な雰囲気を、あらためてありがたく思います。

先生方は学生のクリエイティブな発想、アイデ

アを尊重してくださいました。待っていてくれる大

らかさで学生をのびのびと育ててくださいました。

アニマルセラピーですとか興味あることに取り

組めるのはそのおかげだと思います。また、在学

中に使った教科書や先生方の著書が、いまは

自分の授業の組み立てに役立っています。

大原： 私も在学中から看護の先生方がこちら

が思う以上に深く福祉の学生を理解してくれて

いると感じていました。大学院でも看護学専攻

の方 と々一緒に受ける共通科目があり、グルー

プワーク、ディベートの機会がありました。看護

師としての現場経験を経て大学院に入学され

た社会の先輩である方 と々共に学び、議論でき

たことは大変刺激的、貴重な経験でした。

黒澤： 本学では全学部の学生が関わるボラン

ティア活動も伝統といえると思いますが、大原さ

んは当別町の学生ボランティアの拠点「ゆうゆ

う24」の立ち上げ時にも関わっていますね。

大原： はい。学部4年次に進級してからの1カ

月は開所準備で床張りなど大工仕事に費やし

ました。それがすべての始まりでした。当時教授

だった横井寿之先生との真の意味での出会い

はこのときです。私は1浪して北海道医療大学

に入学しましたが、もし現役で大学進学してい

たら「ゆうゆう24」の立ち上げの場にはいなかっ
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北海道大学大学院先端生命科学研究院 准教授

中村　公則 さん

歯科博士、歯科医師。北海道美幌町出身。本学大学院博士
課程修了後、札幌医科大学医学部分子医学研究部門助手、
同講師を経て、2009年北海道大学大学院先端生命科学研
究院特任助教、2011年同助教。2013年より現職。所属は
生命機能科学研究部門細胞生物科学分野自然免疫研究室。

大分大学医学部看護学科 准教授

河村　奈美子 さん

2000年札幌医科大学大学院保健医療学研究科修士課程
修了。2010年奈良女子大学大学院人間文化研究科博士
課程修了。博士（学術）、看護師。北海道札幌市出身。1997
年より札幌医科大学医学部附属病院に看護師として、大学
院の2年間を挟み2002年3月まで勤務。その後、旭川医科大
学医学部看護学科助手、札幌市立大学看護学部助手、同助
教を経て、2012年4月より現職。

歯学部歯学科13期生
大学院歯学研究科博士課程2000年修了

看護福祉学部看護学科1期生 1997年卒業



たと思うと、運命のようなものを感じます。教員で

あり、それ以上に現場人である横井先生の行

動、発言を直に感じて「生き方=福祉」であると

学び、「ゆうゆう24」の活動の中で福祉に対す

るマイナーなイメージが完全に払拭されました。

人生観が変わりました。

　大学院ではボランティアと、朝まで酒と議論

の日々、24時間テレビに合わせたチャリティー

イベントを役場や商工会はじめ当別町の方 と々

連携して始めたのもこのころです。そして修士2

年目の後半は論文執筆と「ゆうゆう24」の

NPO法人化の申請準備を並行させました。学

生がいきなり起業しようというものですからかな

り大変でしたが、共に苦労した仲間はもちろん、

先生、当別町の大人たちに陰ひなたにサポート

頂きました。この経験で当別町へのこだわり、愛

着が格段に増しました。どれもこれも、北海道医

療大学だからできたことです。

黒澤： 福祉領域をもつことは本学の強みの一

つです。福祉の学生は他の医療系国家資格の

ような具体的目標が見えづらい点もありますが、

大原さんは明確な一つの将来像を示してくれて

います。さて、心理科学部卒業の本谷さんは

“心理科学部”らしさを感じたことはありますか。

本谷： 心理科学部の名の通り、物事を科学的

にとらえる視点、思考が養われました。情報をう

のみにせず、偏見や憶測に踊らされず、目の前

で起こっていることに対して丁寧にその現象の

仕組みをひもといて、解決の糸口を探るという

姿勢は、学部時代に徹底されました。「なぜ？」を

大切にし、その疑問に対して仮説を立て、情報

を集め、正しいかどうかを科学的に検証する作

業は、いまの臨床、研究どちらにも欠かせないも

のとなっています。学生時代に友人たちと悩

み、議論した経験も生きていますね。また、学

部、大学院と7年指導頂いた坂野雄二教授の

「できるかできないかではなく、やるかやらないか

だ」という言葉は、いまも私の活動の指針です。

黒澤： 本谷さんは心理科学部1期生ですが、1

期生は「あいの里キャンパスの校風や伝統は自

分たちがつくる」という心意気があり団結が強

かった印象があります。

本谷： そうですね。あいの里キャンパス内でサー

クルもできましたし、看護福祉学部と同様、心理

科学部も学科の区別なく交流していました。とく

に1期生は独特の使命感のようなものがあり仲

間意識も強かったと思います。学部、大学院で

苦楽を共にした仲間は、いま全国の各領域で

活躍していますが、めざす方向性が同じ人もい

ます。彼らとコラボレートすれば社会に還元でき

るさらに大きなプロダクトを生み出せる可能性が

あると考え、いま、その方法を探っています。

黒澤： ぜひ実現させてください。期待していま

す。さて、マスコミで活躍中の千葉さんにとって

大学はどのようなものでしたか。

千葉： 大学の4年間は、大事な選択を迫られる

人生の分かれ道のような時間だと思います。私

自身、子どものころからアナウンサーを夢見てい

ましたが、3年次の病院での臨地実習で心理

職の素晴らしさに触れ、かなり心が揺れました。

迷いを吹っ切れたのは、現教授の冨家直明先

生が当時スクールカウンセラーを務める高校で

の実習でした。生徒の前で話をする機会を頂

き、「夢を諦めないで」という話をしたのですが、

その時に「私はアナウンサーになる夢を実現さ

せるから」と言ってしまったんです。人前で言葉

にすると夢が現実味をもちました。声にして、言

葉で発信することの力を実感しました。

　楽しい時も迷った時も、大学時代いつもそば

にいてくれた仲間は特別な存在です。とくに言

語聴覚士や道外でスクールカウンセラーとして

活躍中の卒業旅行のメンバーとは、いまも年に

一度の海外旅行が恒例になっています。

　学びがいまに通じていることといえば、やはり

インタビューの場面でしょうか。様々な分野の方

から初対面の限られた時間でお話を引き出すた

めには事前準備が不可欠で、まずそこで大学で

学んだ情報収集の方法と客観的に物事を判

断する力が生かされていると思います。実際の

インタビューの際には、傾聴、受容や共感といっ

たことが自然に頭にありますし、知識そのものと

いうよりコミュニケーションの作法みたいなもの

が身についたと感じます。「千葉さんだと話しや

すいのよね」といわれるとカウンセリングを学ん

だおかげかなと思います。

黒澤： 本学の医療・福祉の担い手教育、また

本学のこれからに期待すること、ご意見があれ

ば、お話しください。

今原： 私の在学中は薬学部に歯学部が加わっ

たばかり、それが現在では医療系の総合大学と

なったことを誇りに、また頼もしく思います。その

総合力を発揮し、社会が抱える様々な問題の解

決を図ることを望みます。特に地元北海道の医

療を支える中心的存在として強化されることに、

大きく期待します。また、卒業生は多方面で活躍

していますから、交流をさらに活発化すれば、社

会で大きな力を発揮できるでしょう。日本一価値

ある医療系総合大学へ発展していく過程を卒

業生の一人として今後も楽しみにしています。

藤川： 専門知識や技術の詰め込み教育では

なく、人の苦しみや痛みを自分のこととしてとら

7
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福島県立医科大学医療人育成・支援センター
／医学部神経精神医学講座 助教

本谷　亮 さん

臨床心理士、博士（臨床心理学）。札幌市第1種非常勤職員
（臨床心理技術者）、町立長沼病院精神神経科非常勤心理
士、学校法人美芸学園こどもcom.専門学校非常勤講師、日
本学術振興会特別研究員DC２を経て、2010年福島県立医
科大学医療人育成・支援センター／医学部神経精神医学講
座助手。2011年本学大学院博士課程を修了し、現職。
2012年よりいわき明星大学人文学部心理学科非常勤講師
も務める。

心理科学部臨床心理学科1期生
大学院心理科学研究科博士課程2011年修了



黒澤： 最後に本学の在学生、また医療・福祉の

道をめざす高校生にメッセージをお願いします。

今原： 40年の歴史がある北海道医療大学の

卒業生は、それぞれの領域で中心的地位に至

る努力をしています。社会に出たときは卒業生の

サポートを期待でき、とくに新人から中堅となる

伸び盛りのときに確実なアドバンテージとなりま

す。大学を基点とした強固な人脈が根付いてい

ますので社会にでてからのことを心配しないで、

有意義な学生生活をおくることが出来ます。な

お、私は国際化がこれほど進むとは思っていませ

んでしたので、その反省から、一つだけ申します。

社会にでる前に是非、語学を学んでください。と

くに英語はある程度の会話力をつけ、場数を踏

むこと、読み書きできるようになっていることをお

すすめします。

藤川： 医師には名医、やぶ医者という言葉が

ありますが薬剤師はじめ看護師や心理士など

一緒に仕事をする他の職種にはまだありませ

ん。ぜひ、「名薬剤師」「名看護師」「名臨床心

8

国立保健医療科学院 国際協力研究部長

三浦　宏子 さん

歯科医師。神奈川県出身。1985年4月本学歯学部口腔衛
生学講座助手、1995年同講師。1997年12月東京大学大
学院医学系研究科国際保健計画学教室講師、2000年4月
九州保健福祉大学保健科学部教授（言語聴覚療法学科）、
2003年より同大学健康管理センター長を併任。2008年国
立保健医療科学院口腔保健部長。2014年4月より現職。北
海道医療大学客員教授。

社会福祉法人ゆうゆう 理事長

大原　裕介 さん

社会福祉士。北海道札幌市出身。2005年修士課程修了時
に設立したNPO法人「ゆうゆう24」を、2012年社会福祉法人
「ゆうゆう」とし、現職。厚生労働省社会保障審議会障害福祉
部会委員、内閣府障害者政策委員会委員、NPO法人全国地
域生活支援ネットワーク代表理事、一般社団法人FACE to 
FUKUSHI代表理事なども務める。北海道医療大学客員教授。

母校へ、後輩へ期待すること

え、優しさと愛情をもった医療や福祉を実現す

るという職業の根源にあるものを忘れず行動で

きる実践者を育てる教育に期待します。例え

ば、重要度を増す地域医療・福祉において、今

後はセルフメディケーション、在宅に特化した薬

剤師も必要となるでしょう。病院内だけでなく、

地域で広く多職種連携ができる人材を育てる

教育は単科大学には難しく、医療系総合大学

の果たすべき使命と考えます。

　また、私は北海道医療大学の夢つなぎ入試

に感動しました。家庭の経済環境に関わらず意

欲をもった学生に門戸を開く大学であり続けて

ほしいと思います。私も将来は経済的に困難な

若者に学ぶチャンスを提供するシステムをつく

りたいという夢をもっています。

三浦： 国は今後10年間で医療と介護の提供

体制の大幅な見直しを予定しています。超高齢

社会を見据えた対策はすでに始まっています

が、そこで特に重要なのは多職種連携と地域

性をふまえた課題分析能力です。北海道医療

大学の強みが生かせる時代です。今後さらに学

部横断的な取り組みを推進し、社会が待ってい

る医療や福祉の実践者の輩出を切望します。

　また、わが国の医療・保健・福祉が抱える課

題は高齢化と疾病構造変化を受けて、今後さ

らなる困難化が予想されます。地域の課題に根

ざした対策を推進する上で、最終的に基盤とな

るのは人の力に尽きます。ニーズの変化に柔軟

に対応する教育で、力のある医療人育成がさら

に推進されることを願っています。

大原： 藤川さん、三浦さんのおっしゃるように、

高齢者や障がい者の在宅介護は国が推し進

める施策です。人、設備、そして何よりフィールド

という財産をもち、地域に密着した北海道医療

大学が貢献できるポテンシャルはとても高いと

思います。長く暮らしたまちで人生の幕を閉じる

まで、どういう豊かさをつくれるか、総合力を生か

してのブランディングが可能だと思います。具体

的には、大学附属の在宅医療センターのような

ものができるといいと考えています。それは学び

の場、就職の場、研究の場にもなり、さらに先へ

つながっていきます。

本谷： 医療・福祉の現場で必要とされる多職

種連携ができ、かつ自主的に考え実行する人

材の育成に期待しています。現場では、明確な

答えのない場面に遭遇します。その中でもつぶ

れずに、柔軟な対応ができるよう、自ら考える学

びの機会や学生同士で考えを共有できるような

場が増えればと考えます。また、シミュレーターや

模擬患者を用いた演習を早い段階から進める

ことも学習意欲やプロフェッショナリズム向上に

役立ち、実践者の養成に効果的だと思います。

看護福祉学部医療福祉学科　7期生
大学院看護福祉学研究科修士課程2005年修了

歯学部歯学科2期生 1985年卒業

※現臨床福祉学科

※



理士」と呼ばれるような人材が母校の卒業生か

ら出てほしいと願っています。私たち卒業生にイ

ンパクトを与えてくれる元気のよい後輩と学会

で会えることを楽しみにしています。

三浦： 学部時代の勉強は、社会で活躍するた

めのベースとなる梁づくりだと思います。梁は頑

丈であるほど、その後可能性を広げることはもち

ろん、余裕にもつながります。梁を太くするには

手間もひまもかかりますが、学部時代に手を抜

くことがなければ、必ず次の展開が目の前に開

けてきます。その中には幅広い知識や教養を身

につけることも含まれます。大学はそのための最

適の場所です。おろそかにすると、社会人に

なってから後悔することになります。まず、自分の

10年後を見据えた梁づくりに励んでください。

中村： 私自身、血液やガンなどこれまで様々な

分野の研究に携わってきて、歯学部で学んだこ

との生かし方はいろいろあると実感しています。

卒業後に医学・医療分野に貢献する方法は限

定されません。もし、進むべき道をしぼりきれずに

いても、興味があるなら飛び込んでいいと思い

ます。そこで頑張れば広がる世界があり、自分で

は予想しなかった方向にも道が開けます。医

学・医療の懐は案外深いものです。

河村： 北海道医療大学は自然も人も大きく、

多様性のある豊かな環境です。そこに柔軟性

のある面白い学び方があり、チャレンジする機

会もたくさんあります。「？」が出てきたらすぐに答

えを知りたがらず、自由な発想と行動で向かって

ください。見守り、応援し、待っていてくれる先生

が必ずいる温かい大学です。自分を枠にはめず

のびやかに活躍する後輩と、どこかで出会える

ことを楽しみにしています。

大原： わざわざ志願して困難なことにチャレン

ジする、楽しみながらまじめにやる、それを地方と

呼ばれる場所でやる、それがかっこよくなる時代

になってきています。困難を舞台として、仲間と

共に物語をつくる面白さを北海道医療大学で

経験してみてほしいと思います。誰もやったこと

のないことに挑戦できる機会がたくさんありま

す。まちづくり、地方再生、もっと大きくこの国の

ためというテーマで夢をもつこともできます。資

格取得も大学で学ぶ目的の一つですが、一度

「自分のために」から「人のために」資格を取る

と、視点を変えてみてください。するとこれまでと

は違うものが見えてきます。私も先輩の一人とし

て、福祉のクリエイティブな面、面白さをどんどん

表現し、発信し続けていきます。

本谷： 学部学科を超えて縦横斜め、学業でも

部活でも広くつながりのできる大学です。卒業

後、全国に張り巡らされたネットワークは刺激、

励ましになり続けます。「北海道医療大学出身

だから安心」といわれるよう、私たち卒業生も頑

張っています。後進の活躍に大きく期待します。

千葉： 心理学は実社会で応用がきく学問です。

専門職ではなくても、さりげなく職場の雰囲気を

明るくしたり、頼りにされる存在になることができ

ると思います。カウンセラーがクライアントを選ぶ

のではなくクライアントに選ばれるように、アナウ

ンサーの仕事も「私がこの番組に出たい」では

なく「千葉さんにやってもらいたい」といってもら

えることが大切な仕事です。たぶんそれは、どの

職業でも同じだと思います。心理学を学んで、仕

事に限らず、自分と人、人と人のコミュニケー

ションをスムーズにすることで、明るく、みんなが

優しい気持ちをもてる時間、空間をつくる仲間が

増えると、とても素敵だと思います。

黒澤： 本学の40年を様々な視点で振り返り、

次のステップへの励ましも頂きました。卒業生

のみなさんの母校への思い、期待に応える大

学であり続けるよう歩みを進めていきます。あり

がとうございました。
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（株）テレビ北海道　アナウンサー

千葉　真澄 さん

北海道札幌市出身。2008年ＮＨＫ函館放送局入局、アナウ
ンサーとしてのキャリアをスタートさせ、2011年ＮＨＫ札幌放送
局アナウンサー、2012年4月より現職。所属部署は報道制作
局報道制作部アナウンス課。
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心理科学部臨床心理学科3期生 2008年卒業



1974-1984
1974年  学校法人東日本学園大学設立

音別と当別、２つのキャンパス

1970年代初頭、北海道内には70を超える無医村地区が存在し、医科系の総合大学は国
立以外皆無であった。この医療過疎を解消したいという道民の切実な思いに応えるために、
学園構想は動き出した。「東日本学園大学」
の名付け親は、当時の北海道知事・堂垣内
尚弘（後に本学第3代理事長就任）。1974
年2月18日の薬学部設置認可を受けて、学
校法人東日本学園大学が創設。1974年4月
23日、薬学部第1期生141名を迎え入れた。

大学建設構想は、文化的・産業的基盤の向上につながるプロジェクトを模索していた音別
町の意向と合致し、雄大な環境の中に教養課程校舎、学生寮、教職員宿舎などがとけ込
む大学村のイメージが練り上げられた。また、専門課程校舎と歯学部附属病院を札幌に隣
接する当別町に求めることになった。音別町で地鎮祭が行われたのは、1972年10月10
日。この日を大学の創立記念日とし、その後、当別町の1974年薬学部専門校舎、1976
年歯学部校舎および同附属病院の地鎮祭も、同じ10月10日に挙行されることとなる。

1978年2月10日、学内関係者はもとより、多くの道民が待ち望んだ歯学部が正式に認可
された。歯学部の開設は北海道大学に続き道内で2校目、もちろん私学としては初である。
4月17日に行われた入学式には、歯学部第1期生149人が参列した。また、道内の私立
大学で初の歯学部附属病院が10月に完成、12月4日開院となった。学生の臨床教育、
歯科医学研究のみならず、地域社会の医療福祉の向上が期待されてのスタートである。

実践的な歯科保健医療の担い手が積極的に求めら
れる中、歯学部附属歯科衛生士専門学校が開校。
校舎は歯学部附属病院の東隣に増設した歯学部C
棟（別館）の1階・2階に位置し、実習用のユニットや
エックス線装置などすぐれた施設・設備を完備した。

1978年  歯学部開設、歯学部附属病院開院

1984年  歯学部附属歯科衛生士専門学校開校

1974年4月、当別町におい
て現在の金沢地区の町保有
地約10万㎡を取得。1975年
7月、当別キャンパス薬学部
校舎が完成した。

1984年5月22日、第1回入学式を実施。
2年制で1学年の定員は50名。

左）1978年10月、歯学部・歯学部附属病院が完成。歯学部附属病院は地下1階、地上6階建ての鉄筋コンクリート造
り。治療台ユニットは136台を備えた。右）開院当時の歯学部附属病院待合ホール。

象形の外側の3つのUは、建学理念である知育・徳育・体
育の3つの全人格的完成を示すとともに、学部協調を表し
ている。中央に配された図形は東日本のデフォルメであり、ま
た成長繁栄する若い樹林であり、本学学生を象徴している。

左）1978年頃の音別キャンパス。教養部校舎のほか、薬草園、アイススケート場、体育館兼講堂などがあった。
右）1976年当時、男子寮、女子寮、教職員住宅が設置された大学村。奥に見えるのが教養部校舎。
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学校法人東日本学園大学設立
薬学部（薬学科／衛生薬学科）開設（4年制）
歯学部（歯学科）開設
大学院薬学研究科（薬学専攻）修士課程開設
歯学部附属病院開設
アイソトープ研究センター設置
大学院薬学研究科（薬学専攻）博士後期課程開設
歯学部附属歯科衛生士専門学校開設
教養部を当別町に移転・統合
薬学専攻科医療薬学専攻開設
佐々木記念館・総合図書館設置
大学院歯学研究科（歯学専攻）博士課程開設
動物実験センター設置
札幌医療福祉専門学校（看護学科／介護福祉学科）開設
医療科学センター医科歯科クリニック開設
札幌医療福祉専門学校（言語聴覚療法学科）開設
札幌医療福祉専門学校（言語聴覚療法専攻学科）開設
看護福祉学部（看護学科／医療福祉学科医療福祉専攻・
臨床心理専攻）開設
学校法人名称・大学名称を変更
（学校法人東日本学園・北海道医療大学）
大学基準協会「維持会員校」認定
医科学研究センター設置
茨戸教育研修センター設置
20周年記念会館設置
薬学部（総合薬学科）開設（学科改組）（4年制）
大学院薬学研究科（医療薬学専攻）修士課程開設
保健管理センター設置
大学院看護福祉学研究科（看護学専攻／臨床福祉・心理学専攻）
修士課程開設
情報センター設置
大学院看護福祉学研究科（看護学専攻／臨床福祉・心理学専攻）
博士後期課程開設
NICEセンター（National and International Collaboration and 
Extension Center）設置
学友会館設置
札幌サテライトキャンパス開設（札幌市中央区）
個体差健康科学研究所設置（医科学研究センター廃止）
薬学部（薬学科／衛生薬学科）廃止（4年制）
心理科学部（臨床心理学科／言語聴覚療法学科）開設
看護福祉学部（医療福祉学科）を（臨床福祉学科）へ名称変更
心理臨床・発達支援センター設置
札幌医療福祉専門学校閉校
大学院看護福祉学研究科（臨床福祉学専攻）修士課程・博士課程開設
大学院心理科学研究科（臨床心理学専攻）修士課程・博士課程開設
看護福祉学部（医療福祉学科臨床心理専攻）廃止
認定看護師研修センター設置
大学病院・歯科内科クリニック・個体差医療科学センター開設
薬学専攻科医療薬学専攻廃止
大学院心理科学研究科（言語聴覚学専攻）修士課程・博士課程開設
薬学部（薬学科）開設（6年制）
看護福祉学部（医療福祉学科）廃止
大学教育開発センター設置
大学院看護福祉学研究科（臨床福祉・心理学専攻）廃止
看護福祉学部（臨床福祉学科）教職課程開設
北方系伝統薬物研究センター設置
大学院薬学研究科（生命薬科学専攻）修士課程開設
歯学部附属歯科衛生士専門学校開設（3年制）
薬剤師支援センター設置
大学院薬学研究科（医療薬学専攻）修士課程廃止
歯学部附属歯科衛生士専門学校廃止（2年制）
大学院薬学研究科（薬学専攻）修士課程廃止
大学院薬学研究科（薬学専攻）博士課程開設
薬学部（総合薬学科）廃止（4年制）
リハビリテーション科学部（理学療法学科・作業療法学科）開設
大学院リハビリテーション科学研究科（リハビリテーション科学専攻）
修士課程開設
国際交流推進室（Global Networking Office）設置
大学院薬学研究科（薬学専攻）博士後期課程（3年課程）廃止
歯科内科クリニック（内科）廃止
医療機関名称変更（北海道医療大学歯科クリニック）
地域連携推進室設置

●1974年

●1978年

●1982年

●1984年
●1985年
●1986年

●1988年

●1990年

●1991年
●1992年
●1993年

●1994年

●1996年

●1997年

●1998年
●1999年

●2000年

●2001年
●2002年

●2003年
●2004年

●2005年

●2006年

●2007年

●2008年

●2009年
●2010年

●2011年

●2012年

●2013年

●2014年 

北海道医療大学 ４０年の歩み

本学の沿革
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1985-1994

上・左下）1993年4月、第3の学部である看護福祉学部が開設。高齢化社会で求められる全人的
ヒューマンケアの担い手を育成するために、従来とは違った新しい看護教育・福祉教育がスタートした。
右下）1993年5月、看護福祉学部開設記念祝賀会を開催。

1986年  佐々木記念館・総合図書館完成
創設当時の「緑の学園都市構想」に基づき、1970年代後半から、体育館、総
合グラウンド、総合食堂の建設など、充実したキャンパスライフを実現するため
の環境整備に次 と々着手。中でも、1986年11月に完成した佐々木記念館・
総合図書館は、近代的な佇まいで大学のシンボル的建物となった。旧教養
部・旧薬学部・旧歯学部の各図書室を統合。1987年1月から供用開始した。

あいの里における札幌医療福祉専門学校と医科歯科クリニックの建設計
画は、1989年から着手された。医療・教育・福祉・健康の各分野にわたり、
教育研究的資源を地域社会に還元することが目的である。計画通り、
1990年4月に札幌医療福祉専門学校が開校。看護学科（3年制）41名、
介護福祉学科（2年制）78名が入学した。また、同年10月に医科歯科クリ
ニックが開院。医科診療部、歯科診療部、薬品情報室が設けられ、地域住
民への高度な医療サービスと、卒業生の生涯学習支援の体制を整えること
になった。1991年からは入院施設を稼動させ、同時に学生の現場指導も
できるようにするなど、「教育・研究・医療奉仕」の三位一体が実現した。

左）佐々木記念館・総合図書館は、RC造り地下1階・地上5階建て。25万冊所蔵可能。 右）1985年9月、薬草園の整備が完成（わたなべ山散策
路、見晴台）。標本園・栽培園を合わせて3,900㎡。温室内と標本園・栽培園を合わせて約620種の薬用植物を保有。

1990年  札幌医療福祉専門学校開校、
　　　   医科歯科クリニック開院

建学以来、医療系総合大学の確立を目指してきた中で、全国に先駆けて看
護・福祉の4年制学部・学科の設置を計画していた。看護福祉学部の新設
は、1992年12月に認可。1993年4月、看護学科80名、医療福祉学科医
療福祉専攻90名、同臨床心理専攻51名の学生を受け入れ、ここに第3の
学部が誕生した。看護と福祉を統合した学部は全国初の試みで、時代の
ニーズに即応したものであった。そして、「保健・医療・福祉の連携統合」とい
うテーマを掲げ、これに対応する教育システムを構築した。

1993年  看護福祉学部開設
1990年代、大学は18歳人口の減少という厳しい時代に突入しようとし
ていた。さらに、文部省は1991年7月、大学設置基準を大幅に簡素化・
大綱化した「新大学設置基準」を施行。この改正は、個々の大学の運営
方法によっては、大学間競争に勝ち残れなくなることを意味していた。そ
うした中、本学ではすでに1990年8月から、大学改革を検討する「21委
員会」が活動を開始。看護福祉学部の開設、教育理念「保健・医療・福
祉の連携統合」の制定、特色あるカリキュラムへの改善などをはじめとす
る230項目の改革提言は、1993年3月、「魅力ある大学づくりのために
～東日本学園大学の現状と課題～」として1冊の本にまとめあげられた。

21委員会発足の際、「校名検討委員会」が設けられ、本格的な大学名称変更の動きが活発化した。校
名検討委員会では、関係方面から寄せられた候補名称を絞り込み、アンケートで印象度・好感度を問う
など検討を重ねた上で、最終的に「北海道医療大学」を新名称とする結論を得た。なお、学校法人名称
は学園の歴史を考慮して、「学校法人 東日本学園」に決定した。名称変更は、20周年記念を契機とす
る1994年4月に実施。それに伴い、1995年3月、JRの駅名も「北海道医療大学」に変更された。

1993年  21委員会が230の改革提言を発表

1994年  北海道医療大学に大学名称変更

左）1990年4月10日に開校した、札幌医療福祉専門学校。従来の入院看護から在宅ケアへのニーズが高まる中、看護・介護に携わるスタッフを養
成し、新たな医療環境をつくりだした意味は大きい。 右）1990年10月1日に開院した、医科歯科クリニック。札幌市街～あいの里～当別という医療
の連携が確立し、日本都市整備公団が進めていた「あいの里プロジェクト」にも大きく貢献することとなる。

校名変更に伴い新たに制定された校章には、北海道と新校名の欧文表
記Health Science University of Hokkaidoの頭文字HHの上に北
極星をイメージした星を配置。なめらかなカーブを描いて上昇するHは、裾
野の広い教育体系に支えられた学生の豊かな人間性や、医療科学・技
術の向上を表し、天空の星はそれを導く「光」であると同時に、保健と医
療と福祉の連携・統合を目指す大学の教育理念を象徴したものである。

左）1983年頃の当別キャンパス全景。1979年に体育館兼講堂、総合グラウンド、総合食堂、1982年にアイソトープ研
究センターが完成。1981年、札沼線（現学園都市線）大学前駅が開設。 上）1983年頃の音別キャンパス全景。1985
年7月閉校、当別での教養・専門一貫教育がスタートした。
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1995-2004
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2002年 全国初の心理科学部開設

1997年
人々の心やコミュニケーションに関する社会的問題・事件が頻発する中、これらの問題に対処でき
る専門職業人の養成が急務とされていた。こうした背景を受け、本学では新しく心理科学部の設置
申請を行い、正式認可の承認を得た。医療科学センターや医科歯科クリニックを有する札幌あい
の里キャンパスに開設した心理科学部は、2つの点で全国初の学部となった。ひとつは名称そのも
の、もうひとつは、臨床心理学科と言語聴覚療法学科というユニークな学科編成である。いわゆる
人文系の大学にある心理学系学部とは異なり、心の基本知識を身体科学と対応・関連させたカリ
キュラムを編成。心の障がいやコミュニケーション障がいなど、現在の社会に顕在する問題に、科
学的手法で対処できる高度な専門職能人の養成を目的とした。

2003年、2004年 2年連続で
文部科学省の大学支援プログラムに選定
2003年、「地域・大学連携による医療系基本教育～ボランティア活動による教育を
中心に～」と題されたプロジェクトが、「特色ある大学教育支援プログラム」に採択。
「ゆうゆう24（当別町青少年活動センター）」を拠点に、在宅障がい児の一時預かり
サービス創設、小中学生の福祉教育との連携、大学の施設利用で知的障がい者の
生涯教育に資する「オープンカレッジ」の定期的開催など活動の幅は飛躍的に広が
り、学生の学習意欲向上にもつながった。続いて2004年には、「地域への健康支援
と融合・連携した学生教育」が「現代的教育ニーズ取り組み支援プログラム」に採択。
当別町の健康増進計画をサポートするため、2004年8月、JR当別駅前に健診施設
「歯の健康プラザ」を設立。大学と行政が一体となって気軽に歯科検診できる体制を
整えた。プロジェクトには多くの学生が参加し、教育面でも効果があった。

国の方針に先行して、自己点検評価体制の確立に向けて動き出し
ていた本学は、大学の評価を行う日本で唯一の民間団体である大
学基準協会の第1回「相互評価」に申請し、1997年3月、「大学基
準に適合」の認定を受けた。大学としての要件を備え、教育理念・目
標の実現に向けて不断の改善・改革が行われていると認定されたの
は全国22大学。その中で本学は、北海道・東北の大学として初、ま
た、創設30年未満の大学として唯一であった。

左）1994年夏の当別キャンパス全景。同年10月に20周年記念会館が完成し、JRの駅とキャンパス
がスカイウェイで直結となった。上）1995年3月、北海道医療大学駅に駅名変更。2012年、学園都
市線（桑園～北海道医療大学間）が電化され、札幌駅からの所要時間は最速38分となった。

大学基準協会の
第1回相互評価認定を受ける

左上・右上）「ゆうゆう24」を拠点に、学生が地域と一体となってボランティア活動を展開したプログラムが、コミュ
ニケーション力、チーム医療などを学ぶ教育として評価された。左下・右下）当別町民の全員健診を目指した「歯の
健康プラザ」では、疾患予防、生活習慣病に対する啓発活動をすすめ、歯学部生も口腔保健指導に参加した。

札幌あいの里キャンパスの心理科学部（臨床心理学科、言語聴覚療法学科）開設を機に、
2002年、札幌医療専門学校の学生募集を停止した。その後、同校のすべての学生が卒業
した2004年3月に同校は閉校。看護学科、介護福祉学科、言語聴覚療法学科の各養成課
程は、教育の高度化を目的として、北海道医療大学の学部組織に発展的に組み込まれた。

記念演奏では本学吹奏楽団が校歌などを演奏。エッセイコン
テストでは松井優佳さん（本誌p16）が最優秀賞を受賞。

2004年10月2日、創立30周年記念講演会を
開催。1部では、「健康って何だろう」をテーマとし
た高校生エッセイコンテストの表彰式と記念演
奏が、2部では、遺伝子研究分野において著名
な3名の先生方の講演が行われた。

2001年 札幌サテライトキャンパス開設

札幌市中央区北4条西6丁目の毎日札幌会館ビル6階に開
設。ロビー、会議室、研究調査室、講義室2室を設置。

JR札幌駅から近く、北海道庁を見わたす好立
地に2001年9月、札幌サテライトキャンパスが
オープンした。生涯学習事業のほか、臨地実習
のガイダンス、大学院の講義、同窓会活動、研
修会など幅広く活用される活動拠点となった。

学部学科を越えて、延べ1,000人もの学生が開設準備に参
加。多彩な活動は、後に全国から評価されることになる。

学生と住民が交流を深め、地域福祉へ貢献で
きる活動拠点を。そんな思いのもと、2002年5
月、学生のボランティア活動の拠点「ゆうゆう24
（当別町青少年活動センター）」が当別町に開
設。学生主体の地域福祉活動がスタートした。

2002年 ゆうゆう24開設

「遺伝子機能解析部門」「脳機能解析部門」「再生・再建医
学部門」など、社会の要請に応える9部門の研究活動を展開。

学部横断の研究組織「個体差健康科学研究
所」が、2002年1月に開設した。個体差健康科
学とは、「人それぞれの個性に合った幸福を追
求する科学」。オーダーメイド医療への転換が予
見される中、各方面から大きな期待を集めた。

2002年 個体差健康科学研究所開設

2004年 創立30周年記念講演会を開催
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2005-2014
2005年 北海道医療大学病院開院
医科歯科クリニックの増改築工事、当別キャンパスからの歯学部附属病院病棟・手術室の
移設などを経て、2005年7月、札幌あいの里キャンパスに北海道医療大学病院が誕生。高
度で安全な医療の提供を通して地域社会へ貢献すると同時に、すべての学部の教育・研究
に資する医療施設を目指し、医科部門、歯科部門に加え、医療相談・地域連携室、医療心
理室、言語聴覚治療室なども設置。チーム医療、地域医療の実践の場がさらに充実した。

2010年 札幌サテライトキャンパスがアスティ45に移転
2001年、毎日札幌会館6階に開設された札幌
サテライトキャンパスは、生涯学習事業、大学院
講義、同窓会活動などの利用の増加にともな
い、2006年10月に日本生命札幌ビル、2010
年4月にはJR・地下鉄札幌駅から徒歩3分のア
スティ45（ACU内）12階に移転した。

2013年 リハビリテーション科学部開設
少子高齢化などさまざまな困難を抱える新たな
時代を背景に、保健・医療・福祉の分野にお
いて貢献する高度なリハビリテーション専門職
の養成を目的として、2013年4月、理学療法
学科と作業療法学科の2学科から構成される
リハビリテーション学部を開設。これによって本
学は5学部8学科となり、医療系総合大学とし
てさらに進化した。両学科では、医科学系科目
の充実、チーム医療の理解と実践など、他学
部と連携した教育を展開。また、地域社会に貢
献できる人材の育成を目的に、コミュニケー
ション力の育成や臨床教育も重視している。

2013年 中央講義棟増築完成

2007年 札幌医科大学と連携協定締結
さらなる医療の発展に貢献するため、2007年3
月、札幌医科大学と教育・学術研究・地域貢献
に関する連携協定を締結。そこから生まれたプロ
ジェクトのひとつが、『多職種連携型「メディカルカ
フェ」の開設による地域医療の向上を目指して』
であり、新しい地域医療へのアプローチとして、同
年の文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援
プログラム」に選定された。

医科と歯科が密接に連携をはかりながら、先進的な医療を提供。4階には手術室と治療室が2室ずつあり、眼科、耳鼻
咽喉科、歯科口腔外科などの全身麻酔下での手術、歯科インプラント手術や歯周外科手術などが行われる。

各学部から1名ずつのSCPを選挙により選考。任期は1年。
活動費支給、活動室設置など待遇面の整備も行われた。

10階のビューラウンジは、全学部学科の学生が自由に活用しており、診療や薬草園見学などのために訪れた地域の方々
の憩いの場としても機能。さらに、2014年4月、「ダブルトールカフェ北海道医療大学店」がオープンした。

ラウンジ、講義室2室、会議室2室、研究調査室を設置。講義
室は、連結するとスクール形式で最大108名収容可能。

両大学の学生自らが企画・実践する「メディカルカフェ・北海道」を定期的に開催。市民と科学者をつなぐ「サイエンスカフェ」
と同様に、地域住民と学生を双方向型医療コミュニケーションでつなぐ場として注目を集めた。

2012年7月29日の北海道新聞朝刊に、これか
らの地域社会と本学リハビリテーション科学部
新設に関する記事が掲載。

左）2013年夏の当別キャンパス全景。リハビリテーション科学部の新設にともない、地上10階建ての
中央講義棟が同年3月に完成。右）2013年夏の札幌あいの里キャンパス全景。医科歯科クリニックは
増改築工事などが行われ、2005年7月、北海道医療大学病院として新たにスタート。

北海道医療大学 ４０年の歩み

2008年 SCP制度導入開始
学生にも大学生活に関わる各種プロジェクトの
企画立案に参加してもらうため、2008年6月、
SCP（Student Campus President：学生キャ
ンパス副学長）制度を導入。学内施設・サービ
スの改善やエコ対策など、教職員と学生の協働
によるブランディングプロジェクトを開始した。

リハビリテーション科学部の新設にともない、既設の中央講義棟の増築工事に着手。地上10
階建て、本学の新たなランドマークが、2013年3月に完成した。6階と7階には理学療法学科、
作業療法学科が使用する各実習室が、4階と5階には大講義室やLL教室などが設置された。
さらに、最上階の10階には、広大な石狩平野を一望できる展望ラウンジが整備された。

文部科学省に選定された教育改革プロジェクト（2007年～2012年）

多職種参加型「メディカルカフェ」の開設による地域医療の向上を目指して（2007）
● 現代的教育ニーズ取組支援プログラム

● 社会人の学びなおしニーズ対応教育推進プログラム
全人的ケアの視点に立つキャリアアップのための音楽療法講座（2007）

科学者実践家モデルに基づく臨床心理学教育（2007）
言語聴覚士卒後研修プログラムを含む大学院～医療技術系大学院の教育モデル～（2007）

● 大学院教育改革支援プログラム

北海道の地域医療の新展開を目指した異分野大学院連携教育プログラムによる人材育成（2008）
口腔医学の学問体系の確立と医学・歯学教育体制の再考（2008）

● 戦略的大学連携支援事業

『北海道の総合力を生かしたプロ養成プログラム』～大学、地域、病院の連携を生かしたがん専門医療人の育成～（2007）
● がんプロフェッショナル養成プラン

地域格差のない医療情報提供のための薬剤師・看護師教育プログラム（2008）
● 社会人の学びなおしニーズ対応教育推進プログラム

「学生キャンパス副学長」との協働によるキャリア・就職支援（2009）
● 大学教育・学生支援推進事業

北海道がん医療を担う医療人養成プログラムー地域がん医療の充実と最先端がん研究の推進ー（2012）
● がんプロフェッショナル養成プラン

ITを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成（2012）
● 大学間連携共同教育推進事業（分野連携）
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創立40周年記念講演会を開催
学校法人東日本学園 北海道医療大学

7月27日(日)、本学創立40周年を記念し、北海道大学名誉教授・鈴木章先生を講師にお招きした講演会「ノーベル化学賞を受賞して」を開催しました。
会場は一般の方200名、本学学生400名、教職員150名、計750名が集い、満席となりました。

《 創立40周年記念講演会 》
2014年7月27日（日）
13時～15時
会場：ニューオータニイン札幌

40周年を記念して

　講演に先立ち、本学の沿革をスライドを用いてご

紹介しました。1974年の薬学部開設に始まり、5学

部8学科、大学院、専門学校合わせ学生3,470名が

学ぶ規模となるまでの40年間を振り返り、現在進行

中の中長期計画「2020行動計画」などの取り組み

を紹介、未来に向けてさらにダイナミックに前進してい

くことをお約束しました。

　続いて東郷理事長が挨拶し、一通りの学部学科

編成をととのえた本学は、これからますます医療系総

合大学としての教育力を発揮してチーム医療の担い

手を育成すると抱負を語り、参加者へは、この講演会

を広く先人の経験に学ぶ機会としてほしいとメッセー

ジを送りました。

　座長を務めた新川学長の鈴木章先生の略歴紹

介に続いて鈴木先生が登壇、およそ1時間お話し頂

きました。人生を決めた2冊の本との出会い、1979年

に発表し、約30年後にノーベル化学賞を受賞するこ

ととなった「鈴木カップリング反応」の概要や具体的

応用例といったアカデミックな話題から、ノーベル賞

の裏話まで、わかりやすく時に楽しいお話に参加者は

熱心に聞き入りました。

　講演後の質疑応答では、本学学生、一般の方から

の質問に丁寧にお答えくださり、学生にはエールもお

送りくださいました。

　最後に東郷理事長より鈴木先生へ感謝状を贈呈

し、40周年記念講演会は盛会の内に幕を閉じました。

聴衆の心をつかんだ講演会

ご挨拶

学校法人東日本学園理事長

　本日は多数お集まり頂きありがとうございます。本学は開学以来教育環

境整備に尽力して参りましたが、その目的は一貫してチーム医療の実践者

の育成にあります。専門性を越えて学生が交流し、互いに切磋琢磨する環

境づくりを進めて40年、本学の医療系総合大学としての真価はこれから発

揮されようとしています。5学部8学科となった昨年は専門分野以外の知識

吸収を図る多職種連携カリキュラムをスタートさせました。同時に、市中の大

病院との連携を強めて実地研修をさらに充実させ、大学で得た知識を現場

で確かめる、学びから実践へ至るプロセスも重視しています。

　本日は鈴木章先生に40周年を記念してお話頂けることになり、大変うれ

しく思います。皆様も、分野間の枠を越えて先生のご経験に学ばせて頂く気

持ちでご静聴お願いします。東郷 重興

● 感謝状贈呈

質疑応答

東郷 重興
● 挨拶 学校法人東日本学園理事長

　　　

● 開会
● 学校法人東日本学園

　　　

北海道医療大学40年の歩みと現況

座長：北海道医療大学学長　
新川 詔夫

● 記念講演

鈴木 章　氏
講師：北海道大学名誉教授
『ノーベル化学賞を受賞して』
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鈴木 章 氏  プロフィール
1930年、北海道むかわ町生まれ。60年北海道大学大学
院理学研究科博士課程修了、理学博士。北海道大学理
学部助手、工学部助教授、教授を経て、94年より北海道
大学名誉教授。1979年に発表した「鈴木クロスカップリン
グ反応」は、水に安定で毒性がないなど数々の長所によっ
て高血圧治療剤や抗がん剤など医薬品、農薬、液晶や有
機ELディスプレー製造など幅広い分野で利用され、2010
年ノーベル化学賞受賞に至る。その他にも、2004年日本
学士院賞、05年瑞宝中綬章、10年文化功労者・文化勲
章、11年米国化学会H.C.Brown Awardなど受賞・受章
多数。2005年より日本化学会名誉会員、11年より日本学
士院会員、12年より英国化学会名誉フェロー。

『ノーベル化学賞を受賞して』
創立40周年記念講演

人生を決めた2冊

　北海道医療大学40周年おめでとうございます。40

周年の記念に講演させて頂くことを光栄に思います。

　私が入学した頃の北海道大学は、入試は理系と文

系の枠だけ、1年半は教養課程で、理系は理科一般を

勉強し2年次の試験で進む学部学科を決めました。こ

のシステムが、数学が好きで理学部で数学をやりた

かった私が有機化学を選ぶきっかけを作りました。とくに

2冊の本との出会いで、私の研究人生は決まりました。

　最初は「Textbook of  Organic Chemistry」

（L.F.Fieser and M.Fieser著）。教養課程・理系の

教科書でした。原書は高価でしたが、アメリカの著者

の提案により日本の丸善が紙質を落として発売した

廉価版でした。訳本などありませんから約750ページ、

辞書を引き引き読みました。そして、「有機化学は非常

に面白い！」と感動しました。何度も読み、裏表紙の内

側に「正」の字を書いてカウントしました。33回の印が

残っていますが、実際はこれ以上です。この本で私は

有機化学を勉強しようと決めました。

　もう1冊は「Hydoroboration」(H.C.Brown著)。理

学部助手の頃、書店で装丁に目が留まった、ホウ素

化合物生成の方法が書かれた本です。私は有機合

成化学に興味を引かれ、その後の研究につながりまし

た。著者のブラウン先生は後に私のアメリカの恩師に

なります。

　この2冊の本と出会わなければ現在の私はありませ

んでした。

　1963年から2年間、アメリカ・インディアナ州のパ

デュー大学に博士研究員として赴き、「Hydoro 

boration」の著者ブラウン先生のもとで有機ホウ素化

合物を学びました。私はそれを有機合成に使う方法を

考えていました。有機ホウ素化合物は非常に安定して

いるため有機合成の原料には使えないというのが世

界の常識でしたが、私は何か工夫があるはずだと考え

ていたのです。そして、アメリカから北大に戻って研究

を続け、「鈴木カップリング反応」を見つけました。有機

ホウ素化合物と有機ハロゲン化合物に塩基を加える

と反応が起こることを見つけたのです。

　有機化合物は炭素が複数結合したものです。分子

式が同じでも構造の違う異成体が多く、作るのが困難

です。それまで一般的だった有機金属化合物と有機

ハロゲン化合物を反応させるクロスカップリングやウー

ルマン反応などには大きな短所がありました。しかし

1979年に発表した「鈴木カップリング反応」は水に安

定、そして毒性がないという大きなメリットを持ち、世界

で「スズキ・カップリング・リアクション」と呼ばれ広く応

用されています。

　医薬品では高血圧治療薬、アメリカ・メルク社のロ

ザルタン、日本で350万人、世界で2,200万人が使う

スイス・ノバルティス社のバルサルタン。抗がん剤や抗

HIV薬、抗生物質の製造にも使われています。農業分

野ではドイツ・BASF社の殺菌剤ボスカリド、バイエル

社の種子処理剤ビキサフェンなどの数百トン単位の

製造に使われています。他に、テレビや携帯電話で身

近な液晶、有機ELディスプレーの発光体が従来より

安価に製造されています。

　2002年、2003年とアメリカの恩師、ブラウン先生

が私を化学賞候補としてノーベル委員会に推薦して

くださいました。ノーベル賞は委員会が世界中の研究

者に推薦を依頼して選考します。自薦は不可です。私

も3回ほど依頼を受けて他の研究者の推薦文を書い

たことがあります。2004年、ブラウン先生が92歳で

亡くなられてからは、ノーベル賞のことは考えもしませ

んでした。

　受賞の知らせは2010年10月6日、自宅への電話

でした。家内が取った最初の電話はすぐに切れたそう

です。まもなく2回目が鳴り私が出ると、ノーベル委員

会理事長からでした。受賞を知らされ、正式発表まで

家内以外には口外せぬよう念を押されました。ノーベ

ル委員会の情報管理は徹底していて、選考資料も50

年間は厳重に保管され公にされないと聞きました。

　ノーベルの命日12月10日を挟む1週間、ストックホ

ルムはノーベルウイークに沸いていました。8日はストッ

クホルム大学の講堂で専門家から一般市民までが受

賞者の講演を聴くノーベルレクチャーが開催されまし

た。授賞式は10日です。コンサートホールで一人ずつ

国王からメダルとディプロマ（賞状）を受けました。メダ

ルは18金製1個の他にブロンズ製を3個頂戴しまし

た。初めメダルは純金でしたが、軟らかく変形しやすい

ため18金になったそうです。式後は市役所ブルールー

ムでノーベル委員会主催の夕食会で、なんと1,370人

が集いました。翌日の王宮での国王主催の夕食会の

参加者は180人ほどでした。

　私はノーベル賞をめざして勉強を続けたわけではあ

りません。しかし、思いがけずノーベル化学賞の光栄に

浴し、大変うれしく思います。北海道から初めての受賞

者となりましたが、私のあとに何人も続いてくれることを

願っています。

博士研究員としてアメリカへ

身近な技術、鈴木カップリング反応

ノーベル賞受賞エピソード

Q.

A.

Q.

A.

Q.
A.

『質疑応答』学生からの質問へのお答え

北海道大学名誉教授

大きな話題になっているSTAP細胞についてどうお
考えですか。
よく受ける質問です。サイエンスは再現性が基盤の一つ、
判断することは簡単です。再現性があるかどうかです。
長年にわたり一つの分野で夢を追い続けるヒケツを教
えてください。
研究は成功の確率が低いのが当たり前です。でも、
興味がある、面白いと思えたら、失敗しても、違う方法

を考え、次に進めます。面白いと思う気持ち、興味をも
ち続けることを大切にしてください。そのためにも生半
可ではなく、深く勉強することが大切です。
これからの医療従事者に望むことはありますか。
医療従事者はすべての人間の生存に関わる重要な
職業です。そのために、医師、薬剤師、看護師ほかす
べての医療従事者が協力して、チームの総合力で最
高の成果を挙げてほしいと思います。期待しています。



市立札幌病院（札幌市） 看護師

（看護福祉学部看護学科2009年3月卒業）松井  優佳 さん

OG訪問
今回は特別編として、2004年に行われた本学創立30周年記念「高
校生健康エッセイコンテスト」で最優秀賞に輝いた松井優佳さんを訪
ねました。当時高校3年生だった松井さんは、翌年本学に入学、現在
は看護師として活躍中です。

高３でエッセイを書く

本学で看護を学ぶ

40周年記念編
看護福祉学部看護学科

　松井さんと本学のご縁は10年前。2004年8
月、看護師を志す受験生だった松井さんが本
学への資料請求で創立30周年記念事業「高
校生健康エッセイコンテスト」を知ったことに始
まります。松井さんには書きたいテーマがありま
した。大好きなおばあさまとの関わりを通して感
じ、考えてきた「健康」「幸せ」です。推敲を経て
応募した作品『祖母から学んだこと』は、最終
審査員5人のうち4人が最高点を付け、見事
最優秀賞に輝きました。高齢者の幸せな生き
方という重いテーマに気負うことなく自然体で
向き合い、素直な文章でまとめた作品でした。
　最優秀賞の受賞を知ったのは新聞紙上
だったといいます。「母と『発表、今日だったね』
と話しながらめくった朝刊に私の名前が載って
いて、びっくり ！ 午後になって受賞を知らせる速
達と大学からの電話を受けて、ようやく実感が
湧きました」と笑いながら振り返ります。
　本学のオープンキャンパスにも参加して、自
由な雰囲気や日常的にある他学部との交流
に魅力を感じていた松井さんは、この受賞を
きっかけに本学を第一志望に決め、翌春、看
護学科に入学しました。

　おばあさまとの温かい関わりの中で体験か
ら多くを学び、本当の健康、本当の幸せを考
え、実践するケアという明確な理想をもってい
た松井さんは、本学で出会い、学び、楽しむ4
年間を過ごしました。吹奏楽部では学部を越
えた仲間をつくり、老年看護学ゼミでは熱い思
いを共有する仲間、さまざまな理想を体現して
示してくれる先生方と出会えたといいます。さま
ざまな病院で看護師として働く大学の同期と
は、卒業後５年を経ても月に１度は集まって食
事をしているそうです。
　「自慢の母校です」と松
井さん。「実際に働いてみ
て、看護の仕事は感性が
問われるものだとわかり、そ
れがちゃんと大学で磨かれ
てきたと気づきました。技術
は練習を積めば獲得できま
すし、遅れても頑張りで取り
戻せますが、自由な発想や
豊かな感性は多彩な経験
の中でしか身につかないも
のです。医療大学の先生

方は、課題は出しますが、自分たちで調べなさ
い、考えなさい、やってみなさい、と見守ってくだ
さいました。グループワークも多く、視点や思考
の多様性を知り、尊重し合う大切さも知りまし
た。大学で身についた調べる力、考える力、発
想する力、協働する力に、いま、とても助けられ
ています」。

　現在、松井さんは市立札幌病院の腎臓内
科・呼吸器内科・血液内科の混合病棟の看
護師です。53床ある病棟にドクター11人、看護
師は28人、薬剤師が3人います。日々 の看護は
病棟の患者さん全員が対象ですが、常時2、3
人の患者さんの担当看護師として看護（指
導）計画を作成し管理しています。
　看護の根底にあるのはおばあさまが教えてく
れた「幸せ」。担当患者さんの多くは退院後も
通院と自己管理が必要ですが、“病があっても
健康的に”、前向きに暮らせる支援を考えま
す。終末期の患者さんには、いま生きている喜

びを感じられるようできることに取り組みます。
今年松井さんは、酸素ボンベを離せない終末
期の患者さんの「外出したい」という思いを、主
治医やチームメンバー、リハビリスタッフと連携
しさまざまな課題を越えてかなえました。「病院
の周りの散歩や近くのショッピングセンターへの
外出でしたが、久しぶりのショッピングに患者さ
んが満面の笑みで『最高です』とおっしゃってく
れました。最初から不可能だと決めつけないこ
との大切さをこのケースで教えられました」。

　病棟で担当することの多い腎臓疾患の患
者さんのために専門性を高めたいと、松井さ
んは自ら希望して年に２回、腎臓疾患関連の
学会で最先端を学んでいます。今年度から
腎臓内科の患者さんを中心としたチームの
リーダーも務めるようになりました。勤務先は腎
臓移植手術数で全国トップクラス
の実績をもつ病院ですから、「い
つか移植の分野でも働いてみた
い」という意欲ものぞかせます。
　自ら機会をつくり、前進している
松井さんに、エッセイを書いた当時
からの自身の変化を尋ねてみると、
笑いながらこう答えてくれました。
「変わっていないです。友だちにも
全然変わらないねといわれます。あ
えていえば、10年前は看護師をめ
ざしていたのが、いまは実際に看
護師として働いていることです

ね」。大学進学、就職と大きな出来事を経験し
ながらも、確かな「軸」があるから右往左往す
ることのない10年間だったようです。
　「祖母の介護が原点です」（松井さん）。高
校生の時のエッセイに表れていた他者の人
生への温かいまなざしは、いまは、看護の仕事
として表現されています。

松井さんが声をかけると、病棟師長（前列右から３番目）もドクター（男性全員）も、多忙な中、快
く撮影にご協力くださいました。みなさん松井さんのエッセイのことは「初耳 ！ 」だったそうです。

大学の老年看護学実習ではひな祭り会を企画。参加者が一体
になれるよう工夫を凝らした取り組みは、実習先の病院、先生か
ら高く評価されました。

89歳になったおばあさまと松井さん。認知症は進んで
も明るく生きる姿はいまも人生の師。大学の4年間、
おばあさまがデイケアに通う施設でボランティアを続
けた松井さんを「孫なのよ」と周囲に誇らしげに紹介し
ていたそうです。

看護師になる
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　松井さんと本学のご縁は10年前。2004年8
月、看護師を志す受験生だった松井さんが本
学への資料請求で創立30周年記念事業「高
校生健康エッセイコンテスト」を知ったことに始
まります。松井さんには書きたいテーマがありま
した。大好きなおばあさまとの関わりを通して感
じ、考えてきた「健康」「幸せ」です。推敲を経て
応募した作品『祖母から学んだこと』は、最終
審査員5人のうち4人が最高点を付け、見事
最優秀賞に輝きました。高齢者の幸せな生き
方という重いテーマに気負うことなく自然体で
向き合い、素直な文章でまとめた作品でした。
　最優秀賞の受賞を知ったのは新聞紙上
だったといいます。「母と『発表、今日だったね』
と話しながらめくった朝刊に私の名前が載って
いて、びっくり ！ 午後になって受賞を知らせる速
達と大学からの電話を受けて、ようやく実感が
湧きました」と笑いながら振り返ります。
　本学のオープンキャンパスにも参加して、自
由な雰囲気や日常的にある他学部との交流
に魅力を感じていた松井さんは、この受賞を
きっかけに本学を第一志望に決め、翌春、看
護学科に入学しました。

　おばあさまとの温かい関わりの中で体験か
ら多くを学び、本当の健康、本当の幸せを考
え、実践するケアという明確な理想をもってい
た松井さんは、本学で出会い、学び、楽しむ4
年間を過ごしました。吹奏楽部では学部を越
えた仲間をつくり、老年看護学ゼミでは熱い思
いを共有する仲間、さまざまな理想を体現して
示してくれる先生方と出会えたといいます。さま
ざまな病院で看護師として働く大学の同期と
は、卒業後５年を経ても月に１度は集まって食
事をしているそうです。
　「自慢の母校です」と松
井さん。「実際に働いてみ
て、看護の仕事は感性が
問われるものだとわかり、そ
れがちゃんと大学で磨かれ
てきたと気づきました。技術
は練習を積めば獲得できま
すし、遅れても頑張りで取り
戻せますが、自由な発想や
豊かな感性は多彩な経験
の中でしか身につかないも
のです。医療大学の先生

方は、課題は出しますが、自分たちで調べなさ
い、考えなさい、やってみなさい、と見守ってくだ
さいました。グループワークも多く、視点や思考
の多様性を知り、尊重し合う大切さも知りまし
た。大学で身についた調べる力、考える力、発
想する力、協働する力に、いま、とても助けられ
ています」。

　現在、松井さんは市立札幌病院の腎臓内
科・呼吸器内科・血液内科の混合病棟の看
護師です。53床ある病棟にドクター11人、看護
師は28人、薬剤師が3人います。日々 の看護は
病棟の患者さん全員が対象ですが、常時2、3
人の患者さんの担当看護師として看護（指
導）計画を作成し管理しています。
　看護の根底にあるのはおばあさまが教えてく
れた「幸せ」。担当患者さんの多くは退院後も
通院と自己管理が必要ですが、“病があっても
健康的に”、前向きに暮らせる支援を考えま
す。終末期の患者さんには、いま生きている喜

びを感じられるようできることに取り組みます。
今年松井さんは、酸素ボンベを離せない終末
期の患者さんの「外出したい」という思いを、主
治医やチームメンバー、リハビリスタッフと連携
しさまざまな課題を越えてかなえました。「病院
の周りの散歩や近くのショッピングセンターへの
外出でしたが、久しぶりのショッピングに患者さ
んが満面の笑みで『最高です』とおっしゃってく
れました。最初から不可能だと決めつけないこ
との大切さをこのケースで教えられました」。

　病棟で担当することの多い腎臓疾患の患
者さんのために専門性を高めたいと、松井さ
んは自ら希望して年に２回、腎臓疾患関連の
学会で最先端を学んでいます。今年度から
腎臓内科の患者さんを中心としたチームの
リーダーも務めるようになりました。勤務先は腎
臓移植手術数で全国トップクラス
の実績をもつ病院ですから、「い
つか移植の分野でも働いてみた
い」という意欲ものぞかせます。
　自ら機会をつくり、前進している
松井さんに、エッセイを書いた当時
からの自身の変化を尋ねてみると、
笑いながらこう答えてくれました。
「変わっていないです。友だちにも
全然変わらないねといわれます。あ
えていえば、10年前は看護師をめ
ざしていたのが、いまは実際に看
護師として働いていることです

ね」。大学進学、就職と大きな出来事を経験し
ながらも、確かな「軸」があるから右往左往す
ることのない10年間だったようです。
　「祖母の介護が原点です」（松井さん）。高
校生の時のエッセイに表れていた他者の人
生への温かいまなざしは、いまは、看護の仕事
として表現されています。

極めるために

ナースステーションでのカンファレンス。「情報共有はもちろん、小さなことでも
一人で考えずに相談します。異なる経験や視点が思いがけない解決策に導い
てくれるたび、看護は一人ではできない仕事だと感じます」。松井さんの右は今
年本学を卒業した阿部千紘さん。ゼミの後輩です。

エッセイコンテスト表彰式で当時の学長・廣重力先生より表彰状
を受け取る松井さん。コンテストには全国から720点の応募があ
り、松井さんの最優秀賞1点の他、優秀賞8点が選ばれました。

北星学園女子高等学校（北海道）

　私には現在七十九歳の祖母がいる。八年前、私

たちは祖母と一緒に暮らすために祖母の家を増築

して引っ越してきた。

　祖母は、住み慣れた土地を高齢になってから転

居してきたために、それまでと同じ様な近所付き合

いができなくなってしまい、寂しそうにしていた。そ

のような祖母を両親は心配して、区役所に相談に

行ったところ、家から一番近いディグリューネンと

いうデイケア施設に通ったらどうかと薦められた。

いつも家族の後ろをついて歩いていた祖母が、実

際デイケアを見学してみて自分も参加したいと言っ

た。デイケアでは、自分の趣味であるお花や陶芸を

したり、友だちとの交流を楽しむことができ、最初

は週に一回の通所であったはずが、いつのまにか

週五回まで増えていた。

　祖母は軽度の痴呆症である。そのため、自分の

身の回りのことを全て自分一人ではできない。私の

父は毎朝祖母を起こしに行く。母はデイケアに行く

までの準備を手伝い、家の片付けなどをする。私

は毎晩祖母に会いに行き、今日あったことなどの

話をし、明日の予定と夕食後の薬を飲み忘れてい

ないかの確認をする。私の弟は、一緒に外出した

時など足の悪い祖母が歩行に困難を感じていたら

さりげなく手を差し伸べている。私達家族は、祖母

の痴呆症を進行させないためにも、自立を促す手

助けを考えている。

　現在祖母はデイケアに行くとなると、化粧などの

身支度を整え張り切って出掛けて行く。以前は消

極的だった祖母が、沢山の人と触れ合うことで意

思表示をしっかりし何ごとにも積極的になった。

祖母は自分の家が一番だと言っている。私達家族

はいつまでも祖母が楽しそうに自宅からデイケアに

通ってもらいたいと思っている。

　何気ない言葉一つが喜びに繋がることも悲しみ

に繋がることもあるということ、相手が何を求めて

いるのか、どんな些細なことでも相手のためになる

かを考えて手を貸すことなど、祖母の介護を通して

沢山のことを学ぶことができる。これらの経験は、

私が将来進みたい道にとても役に立つ宝物になる

と思う。

　デイケアは沢山のスタッフや多くのボランティア

によって作られている。デイケアが主催する行事に

私も参加させてもらったが、皆が楽しめることを皆

で作っているのだなと実感した。人はいくつになっ

ても人と人との繋がりが大切なもので、人は人に

よって支えられているのだと思う。

　何一つ不自由のない生活だけが本当の幸せなの

だろうか。祖母はいつも自分は幸せだと口にしてい

る。自分が幸せだと思えることが健康であることな

のかもしれない。充実した生活を送ることで幸せ

を感じることができて、それが健康であることにも

繋がっていくのではないかと私は思う。またそれは、

沢山の人によって作られていることも忘れてはいけ

ない。

祖母から学んだこと

高校生健康エッセイコンテスト《最優秀作品》北海道医療大学創立30周年記念事業

◆ 10年前に書いたエッセイ

松井  優佳

担当患者さんの退院に向けた生活指導をする松井さん。「傷が
治る過程がわかる外科のように目に見えた変化に乏しいと思わ
れがちな内科ですが、看護師の介入による患者さんの内面の
変化はしっかりと実感できます。やりがいです」。
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教員役職者・新任教員紹介

北海道浦河高等学校と高大連携協定を
締結しました

●大学と高等学校の教育活動（授業等）に対する支援
●大学と高等学校との共同研究の実施
●大学と高等学校との連携に係わる既存施設・設備の利用
●その他、必要とする連携

調印を終えた新川学長（左）と小島校長（右）

　平成26年6月27日（金）、中山大学（中国広東省広州市）において、中山大学

口腔医学院（歯学部）と本学歯学部との学術交流協定の調印式を行いました。

　本学からは、斎藤歯学部長と国際交流推進室の戸根谷係員が参列しました。

　中山大学の凌均棨名誉学院長、程斌副学院長、そして本学、斎藤歯学部長の

スピーチ後、協定書への調印と記念品の交換が行われました。

　また、調印式終了後には、斎藤歯学部長による特別講演が行われました。

　中山大学は中国の民主革命家である孫文（孫中山）により1924年に創設さ

れました。25学部（学院）を有し、医療系学部は歯学部（口腔医学院）、中山医学

部、公衆衛生学部、護理学部、基礎医学部、薬学部を擁する政府から重点校に指

定される学生総数8万名余の総合大学です。

　交流協定の調印により、両大学の学生や教員による学術研究交流の今後の

展開と、より良い関係構築が期待されます。

中山大学（中国広東省広州市）と本学歯学部が
学術交流協定を締結しました

昇任教員

（あらかわ としや） （かなざわ じゅんいちろう）荒川 俊哉
PROFILE

歯学部准教授
（口腔生物学系〈生化学〉）

平成26年7月1日付平成26年7月1日付

新任教員

看護福祉学部 助教（看護学科 地域保健看護学：地域看護学）

助教（看護学科 母子看護学：母性看護学）

小原 瑞恵

平成26年8月1日付

看護福祉学部 渋谷 雅美

平成26年10月1日付

歯学部 任期制助手
（口腔機能修復・再建学系〈歯周歯内治療学〉） 新山 恵里

琉球大学医学部保健学科卒業。徳島大学大学院栄養
学研究科博士前期課程修了、博士後期課程修了。
Postdoctoral Fellow、 Michigan State University、 USA、
明海大学歯学部解剖学第一教室助手、本学歯学部講
師等を経て、准教授就任。栄養学博士。

金澤 潤一郎　
PROFILE

心理科学部講師
（臨床心理学科）

久留米大学法学部卒業、本学心理科学部臨床心理学
科卒業、同大学院心理科学研究科臨床心理学専攻修
士課程、博士課程修了。
札幌医科大学非常勤職員（研究支援者）、日本学術振
興会特別研究員（DC2）、本学心理科学部臨床心理学
科助教等を経て、講師就任。臨床心理学博士。

（むらい つよし） （いいづか けんじ）村井　毅
PROFILE

薬学部教授
（生命物理科学講座）

平成26年10月1日付

本学薬学部卒業。同大学院薬学研究科修士課程修
了。財団法人食品薬品安全センター秦野研究所、本
学薬学部助手、ハワイ大学化学科客員研究員、本学
薬学部講師、准教授等を経て、教授就任。薬学博士。

飯塚 健治　
PROFILE

薬学部教授
（薬理学講座）

埼玉医科大学医学部卒業。岩見沢労災病院内科、国
立函館病院循環器科勤務、北海道大学大学院医学
研究科病態医科学分野助手、本学薬学部准教授等を
経て教授就任。医学博士。

18

　平成26年8月8日（金）、本学において北海道浦河高等学校小島晶夫校長

と本学新川学長により、高大連携に関する協定の調印式が行われました。

　この協定は、浦河高等学校と本学が相互に連携して、以下の連携事業を実

施することで、「大学の持つ知的財産を広く社会に還元し、地域社会の発展に

貢献すると同時に、次代を担う高校生に対して早い時期から保健・医療・福祉

の学問領域について興味・関心を育む機会を提供し、本学の教育内容への理

解を深めること」を目的としています。
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　カナダ・アルバータ大学は１９９３年に本学が初
めて交流提携を締結した海外の大学で、研究交流
や学生交流をはじめ毎年夏季休業中には語学研
修を実施しています。
　４月２２日（火）にアルバータ大学からKehrer薬学
部長とCox生涯教育担当が本学を訪れました。ラ
ンチミーティングでは、共同研究や若手研究者の派
遣、学生交流について話が持たれました。
　ランチミーティングの後は、新川学長、黒澤副学
長を表敬訪問し、今回の来学についての報告や本
学の印象などについて歓談し、最後に新川学長か
ら訪問のお礼に対するプレゼントが手渡されました。

　その後、図書館大会議室を会場として、Kehrer
薬学部長によりアルバータ大学薬学部の教育の
内容や方針、研究者について、またCox先生からは
カナダの医療制度と薬学教育を通じたアルバータ
州における人材育成の方向性についてプレゼン
テーションがあり、参加した本学の教員や学生から
は、留学や教育内容について積極的に質問がされ
関心の高さを伺い知ることができました。
　訪問スケジュールの最後に臨床薬学実習室や
中央講義棟を見学し、今回のスケジュールを無事
に終えることができました。
　今回の訪問をきっかけに、これまで続いている

語学研修はもとより、留学や研究交流がより一層
前進することをお互いに確認する良い機会となり
ました。

アルバータ大学から薬学部長が来学しました

歯学部の実習室を半田室長が説明している。

　８月２７日（水）に、サハリン州のトルトネワ副首相、ズ
ブコフ保健省大臣、クトヴォイ在札幌サハリン州代表
ほか補佐官２名が本学を訪れました。本学は昨年１２
月に国際交流推進室を開設し、サハリン州との交流
を目指す状況の中で、今回の訪問は北海道経済部

国際経済室のコーディネートによって実現しました。本
学は黒澤副学長、半田国際交流推進室長および鈴
木事務局長ほか、教職員総勢８名で迎えました。
　交流に向けた協議では、双方それぞれが現時点で
の提案を行うとともに、今後期待する内容について意
見交換を行いました。
　今回の意見交換は、今後、本学がサハリン州と交
流を進めるにあたり重要なものであり、双方の提案内
容と今後の期待する内容を議事録として調印し、「実
質的で具体的な交流」の早期実現を目指す課題とし
て共有する運びとなりました。
　内容の濃い意見と提案の交換の後は、歯学部の

実習室を見学し歯科医師養成の設備やリハビリテー
ション科学部が持つ最新の実習室であるバリアフ
リーラボを見学して本学訪問のスケジュールを終了し
ました。

　本学と台湾・台北医学大学との協定に基づ
く「短期留学プログラム」が８月４日（月）から８月
２９日（金）までの4週間にわたり実施され、台北
医学大学薬学部から、２年生の陳 韋綾さん、
陳 映羽さんの２名、同大学歯学部から４年生
の田 俊文君、阮 珮珍さん、朱  　怡さんの３名
が来学しました。
　本プログラムでは、本学での授業をはじめ、薬
学部では学外の調剤薬局見学実習、歯学部で

は本学大学病院の見学等、それぞれ学部の特
色を活かした研修を行い、日本と台湾の薬学、
歯学教育の違いを学びました。
　８月２８日（木）には報告会が開催され、４週間
の授業や実習など短期留学の成果について、
各学部ごとに発表しました。最後に新川学長か
ら本プログラムの修了証明書がそれぞれに手
渡されました。
　報告会終了後には懇親会が行われ教員の
他、交流のあった学生たちと共に留学中の思い
出話に花を咲かせ、本プログラムの終わりを迎
えました。
　台北医学大学との連携は年々強化されてお
り、来年度には看護福祉学部でも受入を予定し
ています。また、来春には本学薬学部、歯学部、
看護福祉学部から学生を台北へ派遣する予定
です。
　本交流事業の充実が国際的な医療人の育
成に資することを期待します。

発表会の様子（歯学部）。

台北医学大学短期留学プログラムの
報告会が行われました

懇親会ではこの1か月の思い出を大いに語ってもらいました。

サハリン州副首相・保健省大臣が来学しました

左から：クトヴォイ在札代表、トルトネワ副首相、ズブコフ保健省大臣。



詳細に関するお問い合わせは／ 北海道医療大学 入試広報課 TEL（0133）22-2113（直） nyushi@hoku-iryo-u.ac.jp

■センター利用入試（前期A）の指定教科・科目

学部・学科 教科 科目

2015年度 入試概要

「数学Ⅰ」、「数学Ⅰ・A」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅱ・B」、「国語〈近代以降の
文章〉」から1科目選択
※旧教育課程履修者の内希望する者「旧 数学Ⅰ」、「旧 数学Ⅰ・A」、
「旧数学Ⅱ・B」から1科目の選択可

「英語」

「化学基礎」、「生物基礎」、「物理基礎」から2科目選択、または
「化学」、「生物」、「物理」、「世界史A」、「世界史B」、「日本史
A」、「日本史B」、「地理A」、「地理B」、「現代社会」、「倫理」、「政
治・経済」、「倫理、政治・経済」から1科目選択
※旧教育課程履修者の内希望する者「化学Ⅰ」、「生物Ⅰ」、「物理Ⅰ」から
1科目選択可

●「英語」については、筆記試験のみを対象とし、リスニングテストは含みません。
●薬学部の「数学」「理科」については、センター試験の得点を2倍にして計算します。
●各教科・科目で2科目以上受験した場合は、最も高得点の科目を合否判定に使用します。

数学・国語

外国語

「英語」外国語

「数学Ⅰ・A」、「数学Ⅱ・B」から1科目選択
※旧教育課程履修者の内希望する者「旧 数学Ⅰ・A」、
「旧数学Ⅱ・B」から1科目の選択可

数学

理科

理科・地理
歴史・公民

【備考】

薬学部
〈薬学科〉

歯学部
〈歯学科〉

看護福祉学部
〈看護学科/臨床福祉学科〉

心理科学部
〈臨床心理学科〉

リハビリテーション科学部
〈理学療法学科/作業療法学科/言語聴覚療法学科〉

「化学基礎」、「生物基礎」、「物理基礎」から2科目選択または
「化学」、「生物」、「物理」から1科目選択
※旧教育課程履修者の内希望する者「化学Ⅰ」、「生物Ⅰ」、「物理Ⅰ」から
1科目選択可

■2015年度 北海道医療大学入試概要　　

※1 歯学部・臨床福祉学科はⅡ期、Ⅲ期の出願があります。　　※2 指定校特別推薦は指定校制です。募集要項等は、直接指定校のみに配布しますので、詳細は各高等学校へお問い合わせください。
※3 一般前期入試の試験日は2日間設定しており、出願時に希望する試験日を登録できます。

A
O
方
式
入
試

推
薦
入
試

一
般
前
期
入
試

一
般
後
期
入
試（
B
※
歯
学
部
の
み
）
セ
ン
タ
ー

前
期
A
入
試

セ
ン
タ
ー

後
期
入
試

薬学部 歯学部

20名

看護福祉学部

2015年3月7日（土）2015年3月7日（土）
一般後期

2015年3月7日（土）
一般後期B

2015年3月20日（金）

2015年3月7日（土）

2015年2月11日（水） 2015年2月11日（水）2015年2月5日（木）

2015年2月11日（水）2015年2月5日（木）

本学独自の個別試験は実施しない

本学独自の個別試験は実施しない

札幌・東京・大阪

札幌・旭川・帯広・北見・函館・青森・秋田・仙台・東京・名古屋・大阪・福岡

2015年1月30日（金）・ 2015年1月31日（土）

2015年2月28日（土）2015年2月28日（土）

2015年3月18日（水）
2015年2月27日（金）

募 集 定 員

試 験 日

合 格 発 表 日

募 集 定 員

試 験 日

合 格 発 表 日

試験会場（受験地）

募 集 定 員

試 験 日

合 格 発 表 日

試験会場（受験地）

募 集 定 員

試 験 日

合 格 発 表 日

試験会場（受験地）

募 集 定 員

試 験 日

合 格 発 表 日

募 集 定 員

試 験 日

合 格 発 表 日

試験会場（受験地）

臨床福祉学科

15名

心理科学部 リハビリテーション科学部

10名 5名

臨床心理学科

10名

看護学科薬学科 歯学科

6名

［募集定員 160名］

17名

25名 23名 24名40名65名

一般後期：4名 一般後期B：5名
一般後期

一般後期B

5名 4名5名5名

5名 6名 8名8名15名

セ
ン
タ
ー

前
期
B
入
試 2015年2月11日（水）2015年2月5日（木）

2015年2月11日（水）

2015年2月11日（水）

本学独自の個別試験は実施しない

募 集 定 員

試 験 日

合 格 発 表 日

3名 4名 6名6名10名

一般20名
※2 指定校特別25名

一般8名
※2 指定校特別8名

一般16名
※2 指定校特別16名

一般10名
※2 指定校特別14名

一般10名
※2 指定校特別10名

一般10名
※2 指定校特別10名

一般5名
※2 指定校特別5名

［募集定員 80名］ ［募集定員 100名］ ［募集定員 80名］ ［募集定員 75名］
理学療法学科 作業療法学科
［募集定員 80名］ ［募集定員 40名］

2名 3名

言語聴覚療法学科

12名

14名

4名

8名

6名

一般7名
※2 指定校特別7名

［募集定員 60名］

2名

30名

4名

7名

6名

3名

14名

2名

4名

3名

2名3名3名3名

1次：2014年10月2日（木） 2次：2014年10月17日（金）

2014年11月14日（金）

本学（当別キャンパス）

本学（当別キャンパス）・帯広・北見・函館・仙台・東京・大阪・那覇

2次：2014年10月11日（土）

2014年11月9日（日）

※ただし、指定校特別推薦は一部会場のみ。

※3 試験日自由選択制

※1
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本学独自の「夢つなぎ入試」で経済的支援
　経済的理由により大学進学が困難な状況にある受験生を支援す
るため、初年度入学金の全額と授業料の半額を免除する「夢つなぎ
入試」を、一般後期・センター後期入試において実施します。

「薬学教育・研究者育成奨学生」
「歯学部特待奨学生」
「福祉・介護人材育成奨学生」は学納金が大幅に減免
　薬学部と歯学部では、将来、薬学教育・研究を支える、もしくは歯
科医学・歯科医療の分野をリードするという高い志を持った方を支援
するため、卒業までの学納金を国公立大学と同水準とする制度を実
施します。「薬学教育・研究者育成奨学生」はセンター前期A・一般
前期入試において、「歯学部特待奨学生」はセンター前期A・一般
後期B入試において募集します。
　また、臨床福祉学科では、人材不足が社会問題となっている福
祉・介護専門職の人材育成を図るため、卒業までの学納金が90万
円となる「福祉・介護人材育成奨学生」制度を実施します。一般前
期・センター前期A・センター前期B入試において募集します。

一般前期入試は「試験日自由選択制」を導入
　一般前期入試は１月３０日と１月３１日の2日間実施しており、両日
とも受験できるのでチャンスが2回あります。検定料は両日受験でも1
日のみの受験でも一律3万円。複数学科の併願も可能で、すべての
学科を受験しても追加の検定料は一切かかりません。（１日の受験で
併願できる学科には制限があります。詳しくは学生募集要項をご覧く
ださい。）

一般前期入試は全国12会場で実施
　一般前期入試は札幌、旭川、帯広、北見、函館、青森、秋田、仙台、
東京、名古屋、大阪、福岡の全国12会場で実施します。

センター利用入試はチャンスが3回
　前期A、前期B、後期の3回実施しています。大学独自の個別試験
は行わず、本学が指定する科目の大学入試センター試験の得点のみ
で合否判定を行います。
　また、同一入試形態内での併願が可能。追加の検定料はかかりま
せん。さらに前期AとＢの両方の入試形態に出願することもできます。

一般入試とセンター入試の併願が可能
　一般前期入試とセンター前期Ａ・Ｂ入試の併願や、一般後期入試
とセンター後期入試の併願ができます。

合格のチャンスは合計7回
　全学部全学科でAO方式入試、推薦入試（一般・指定校）、一般
前期入試、一般後期入試、センター前期A・センター前期B・センター
後期入試の合計7回の入試を実施します（歯学部は一般後期B入
試を加えた８回）。

歯学部・臨床福祉学科ではAO方式入試Ⅱ期・Ⅲ期を実施
　AO方式入試Ⅱ期の出願受付を2014年10月1日（水）から11月
28日（金）まで、Ⅲ期の出願受付を2014年12月1日（月）から2015
年3月26日（木）まで行っています。

インターネット出願を実施
　センター前期B入試、一般後期入試、センター後期入試で実施し
ています。詳細は、学生募集要項でご確認ください。

■センター利用入試（前期B・後期）の指定教科・科目

学部・学科 教科 科目

「英語」、「数学Ⅰ」、「数学Ⅰ・A」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅱ・B」、「国語〈近代
以降の文章〉」から1科目選択
※旧教育課程履修者の内希望する者「旧 数学Ⅰ」、「旧 数学Ⅰ・A」、
「旧数学Ⅱ・B」から1科目の選択可

「英語」、「数学Ⅰ・A」、「数学Ⅱ・B」から1科目選択
※旧教育課程履修者の内希望する者「旧 数学Ⅰ・A」、
「旧数学Ⅱ・B」から1科目の選択可

「化学基礎」、「生物基礎」、「物理基礎」から2科目選択、または
「化学」、「生物」、「物理」、「世界史A」、「世界史B」、「日本史A」、
「日本史B」、「地理A」、「地理B」、「現代社会」、「倫理」、「政治・
経済」、「倫理、政治・経済」から1科目選択
※旧教育課程履修者の内希望する者「化学Ⅰ」、「生物Ⅰ」、「物理Ⅰ」から
1科目選択可

●「英語」については、筆記試験のみを対象とし、リスニングテストは含みません。
●「英語」以外の科目は、センター試験の得点を2倍にして計算します。
●各教科・科目で2科目以上受験した場合は、最も高得点の科目を合否判定に使用します。

外国語・
数学

外国語・
数学・国語

「化学基礎」、「生物基礎」、「物理基礎」から2科目選択または「化
学」、「生物」、「物理」から1科目選択
※旧教育課程履修者の内希望する者「化学Ⅰ」、「生物Ⅰ」、「物理Ⅰ」
から1科目選択可

理科

理科・地理
歴史・公民

【備考】

薬学部
〈薬学科〉

歯学部
〈歯学科〉

看護福祉学部
〈看護学科/臨床福祉学科〉

心理科学部
〈臨床心理学科〉

リハビリテーション科学部
〈理学療法学科/作業療法学科/言語聴覚療法学科〉



本学ホームページからも資料請求ができます。 http:/ /www.hoku-ir yo-u.ac.jp

　本年度も歯科衛生士専門学校では、AO方式入試においてエントリーを受け付けます。推薦入試を10月・11月と2回実施し、推薦入試Ⅱ期
は本校・帯広・北見・函館の4会場、一般前期Aは札幌・帯広・北見・函館の4会場、一般前期Bは札幌・旭川・帯広・北見・函館の5会場で実施
します。また、AO方式入試・推薦入試において早期に出願し合格した方は、入学金20万円の半額が減免となります（人数に制限があります）。

2015年度

歯科衛生士
試  験  概  要

A0方式入試エントリー受付中。各入試の試験会場は道内各地。

■2015年度 北海道医療大学歯学部附属歯科衛生士専門学校入学試験概要

Ⅰ　期 Ⅱ　期
AO方式入試 推薦入試 一般前期入試（A日程） 一般前期入試（B日程） 一般後期入試

募集 定員

試 験 日

合格発表日

試験会場

出願受付後10日以内に通知

エントリーシート提出後、面接を実施

本校（当別キャンパス）他

20名

2014年10月17日（金）

本校（当別キャンパス）・
帯広・北見・函館本校（当別キャンパス）

2014年10月11日（土）

17名

2014年11月14日（金）

2014年11月9日（日）

2014年12月10日（水）

札幌（札幌サテライトキャンパス）・
帯広・北見・函館

2014年12月7日（日）

5名

2015年2月5日（木）

札幌・旭川・帯広・北見・函館

2015年1月31日（土）

5名

2015年3月6日（金）

札幌（札幌サテライトキャンパス）

2015年2月28日（土）

3名

21

2015年度

大学院入学
試 験 概 要

各研究科とも、一般選抜、社会人選抜を実施。

【試験会場】 薬学研究科・歯学研究科・看護福祉学研究科・リハビリテーション科学研究科は当別キャンパス、心理科学研究科は札幌あいの里キャンパスで実施します。
※1 研究コースは一般選抜および社会人選抜、認定医・専門医養成コースは一般選抜のみの実施になります。

　本学の大学院には、薬学・歯学・看護福祉学・心理科学・リハビリテーション科学の5研究科があり、すべての研究科において一般選抜と社会人選抜があ
ります。また、歯学研究科では「研究コース」に加え「認定医・専門医養成コース」もあり、研究者だけでなく、認定医・専門医育成の体制も整っています。看護
学専攻修士課程では、専門看護師（CNS）、ナースプラクティショナー（NP）の教育課程も設置しています。

■2015年度 北海道医療大学大学院入学試験概要
※2014年10月以降の日程を掲載

博
士
課
程

歯学研究科
●歯学専攻

※1［研究コース／認定医・専門医養成コース］

一般選抜 ： 3名（社会人を含む）
社会人選抜 ： 3名（一般を含む）

2015年1月22日(木)

2015年1月15日（木）

●リハビリテーション科学専攻

募集定員

試 験 日

合格発表日

募集定員

試 験 日

合格発表日

修
士
課
程

第
2
回

第
1
回

第
2
回

第
3
回

一般選抜 ： 4名（社会人を含む）
社会人選抜 ： 4名（一般を含む）

2015年2月23日(月)

2015年2月16日(月)

一般選抜 ： 若干名（社会人を含む）
社会人選抜 ： 若干名（一般を含む）

2015年3月16日(月)

2015年3月9日(月)

募集定員

試 験 日

合格発表日

一般選抜 ： 3名（社会人を含む）
社会人選抜 ： 3名（一般を含む）

2015年1月22日(木)

2015年1月15日(木)

一般選抜 ： 5名（社会人を含む）
社会人選抜 ： 5名（一般を含む）

2014年10月24日(金)

2014年10月17日(金)

一般選抜 ： 若干名（社会人を含む）
社会人選抜 ： 若干名（一般を含む）

2015年2月2日(月)

2015年1月26日(月)

2015年2月19日(木)

2015年2月12日(木)

2015年1月27日(火)

2015年1月20日(火)
2015年1月29日(木)

2015年1月21日(水)

募集定員

試 験 日

合格発表日

一般選抜 ：〈臨床心理学〉若干名
　　　　　 〈言語聴覚学〉2名（社会人を含む） 
社会人選抜 ：〈臨床心理学〉若干名
　　　　　  〈言語聴覚学〉2名（一般を含む） 

一般選抜 ：〈臨床心理学〉2名
　　　　　 〈言語聴覚学〉若干名（社会人を含む） 
社会人選抜 ： 〈言語聴覚学〉2名（一般を含む） 

 

一般選抜 ：〈看護学〉若干名（社会人を含む）
　　　　  〈臨床福祉学〉若干名（社会人を含む） 
社会人選抜 ：〈看護学〉若干名（一般を含む）
　　　　     〈臨床福祉学〉若干名（一般を含む） 

修
士
課
程

第
1
回

募集定員

試 験 日

合格発表日

2015年2月17日(火)

2015年2月10日(火)

一般選抜 ：〈看護学〉2名（社会人を含む）※
　　　　　〈臨床福祉学〉2名（社会人を含む）※ 

リハビリテーション科学研究科心理科学研究科
●臨床心理学専攻
●言語聴覚学専攻

薬学研究科
●生命薬科学専攻［修士課程］
●薬学専攻［博士課程］

看護福祉学研究科
●看護学専攻　
●臨床福祉学専攻

※社会人とは、修士課程修了後、3年以上の実務経験を有する者

　本学は、一般の入学試験とは別に、専修学校や短期大学を卒業した方（卒業見込み者含む）、または大学在学中（2年以上、62単位以上修得）の方、さ
らに一度社会に出たけれども専門知識や能力をより高めたいと考えている方を対象に、2年次、3年次編入学試験を実施しています。一般選抜のほかに、
社会人特別選抜も実施しています。また、編入学試験は毎年2回行われており、Ⅰ期で不合格であってもⅡ期で再チャレンジすることができます。

2015年度

編入学
試験概要

2年次・3年次の編入学制度があります。

Ⅰ　

期

Ⅱ　

期

募集定員

試 験 日

合格発表日

試験会場

3名 3名 3名

2015年2月5日（木）2015年2月11日（水） 2015年2月11日（水）

2015年1月30日（金）2015年1月31日（土）

札幌・東京・大阪

若干名 2名 2名若干名 若干名

■2015年度 北海道医療大学編入学試験概要

募集定員

試 験 日

合格発表日

試験会場

6名

2014年11月14日（金）

2014年11月9日（日）

本学（当別キャンパス）・東京・大阪

6名 2名

看護福祉学部
（3年次編入）

●臨床福祉学科●看護学科

薬学部
（3年次編入）

7名

●薬学科

心理科学部
（3年次編入）

●臨床心理学科

3名 3名

リハビリテーション科学部
（2年次編入）

●作業療法学科●理学療法学科

歯学部
（2年次編入）

若干名

●歯学科

歯学部
（3年次編入）

若干名

●歯学科

※心理科学部言語聴覚療法学科の編入学試験は、学科の改組転換に伴い、2015年（平成27）年度より編入学生の募集を停止します。尚、2017（平成29）年度よりリハビリテーション科学部言語聴覚療法学科の編入学試験を実施予定です。
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私の学生時代

私の
学生時代
今、本学の教壇に立たれている先生たちは、

学生時代をどのように過ごしていたのでしょうか。

今回は入江一元教授と金澤潤一郎講師のお二人に、

当時の様子を語っていただきました。

　私が大学に入学したのは昭和55年、歯学部

では最後発の長崎大と岡山大の１回生、北海

道医療大学では歯学部の３回生と同期になる。

　２年間の教養課程は新潟の市街から約10キ

ロ離れたキャンパス。大学近くの私のアパートは

三畳に押入れを改造した造付けのベッド、共同

の台所、風呂、便所（水洗ではない）、周りはスイ

カと大根の畑だった。２年間だけだったが、寮の

ような生活だったので、学部の違う先輩や同級

生との付き合いは濃密で、今も交流がある。

　歯学部のサッカー部に入り、教養の

間は授業の後、市街の歯学部グランド

に同級生とともに通った。学部に移ると

朝８時半から５時まで授業があった。組

織学などは４時半まで講義をして、今日

は早めに終わってくれるのかと思ってい

ると、実習があることを告げられ、実習

室に移動すると標本が７，８枚あって愕

然としたこともあった。それでも部活動

の時間には実習を切り上げてボールを

蹴っていた気がする。各科の実習期間

の終わりに班の仲間とともにインストラク

ターの先生を囲む打上げは楽しみだった。

　解剖学実習で大動脈弓からの分枝の破格

例に遭遇した。５年生の初めにその症例を学内

の会で報告することになり、解剖学講座に通うよ

うになった。歯学部では秋に歯学祭という文化

祭を行っていた。毎年５年生が中心となって各

研究室に通い、それぞれの研究室に関連した

展示や発表を一般の人にも公開するのだ。私

は前述の流れで、夏休みも解剖学講座に通い、

電子顕微鏡を使わせてもらってネズミの骨や自

分の血球の写真などを撮った。魅力的だったの

は解剖学講座の先生方だけでなく、医学部や

歯学部の臨床から研究に来ていた多くの先生

や、お中元やら何やら研究室に山積みになって

いたビールだ。私はせっせと通い、夕方になると

先生方とビールを飲み、冷蔵庫が寂しくなると補

充した。

　時代は少々変わったが、今も講義室や実習

室だけが大学ではないと思う。クラブ

活動に精を出すのも良い、研究室に首

を突っ込んでみるのも良い、そこには

講義室や実習室とはまた別の「大学」

がある。

　私は久留米大学法学部法律学科を卒業

後、約1年半のアルバイト生活（不安にかられ

ながら英語の勉強もしていました）を経て、2年

間、アメリカのバーモント州にある小さな大学に

学部留学をしました。それが14年前（2000年

前後）。それが心理学との出会いです。その

後、本学臨床心理学科に編入（心理科学部1

期生）、そして大学院（修士、博士）を経て現

在に至ります。回り道ですが、ある意味で最短

ルートだったと思っています。

　アメリカの大学は単位取得が難しいため、

アメリカ人のルームメイトが就寝後、寮の廊下

にバスケットボールを置き、それを椅子に深夜ま

で勉強していました。留学中には9.11の同時

多発テロが起きたこともあり、多国籍の学生達

と酒を片手に、政治、歴史観、文化、宗教など

について、楽しく、時にはシリアスに議論しまし

た。自分とは全く違う価値観があり、その相違

には背景があることを強く体験しました。

　本学編入後は、「まだお会いしていない将

来の相談者を想定しながら」授業を聞き、学ん

だ知識の応用法をいつも考えていました。週

末はボランティアサークル「オリおん」を運営し

て、学生達とボランティア活動をしていました。

活動後には皆で遊び、「ボランティアって楽し

い」ことを感じてもらおうと試みていました。ちな

みに、友人や後輩と参加した球技大会（バス

ケットボール）で優勝したこともあります。

　本学大学院では、信頼できる同期達と助け

合いながら、先生方、学内外の先輩方、後輩、

何よりも相談者の皆様から多くのことを学びま

した。今でも同期や先輩・後輩と学会や研修

会等で近況を伝えあうのは大きな楽しみの１つ

です。

　海外経験のない家庭に育ち、留学する知

人もいませんでした。「アメリカで心理学の勉

強を始めたい」と言っていたアルバイト時代に

は、大学教員になるとは誰も思っていなかった

はずです。縁と運に恵まれてきたことに改めて

感謝しています。

心理科学部
臨床心理学科

私の学生時代

講師　金澤  潤一郎

歯学部
口腔構造・機能発育学系
組織学分野

教授　入江  一元

スポーツ大会。学年対抗の運動会、スポーツ大
会では一丸となって盛り上がった。後列中央（紺
のウィンドブレーカー）が私。

細菌学実習打上げ。研究室で行ったもので、後列右端が私、前列右端は
本学微生物学分野の中澤先生。

修士1年時、初めての学会発表。

留学時代の友人と左から二人目が私。
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大学院歯学研究科の眞島いづみさんとArafat Kabirさんが
台北医学大学で表彰されました

歐院長から表彰状を授与された眞島いづみさん
（大学院歯学研究科4年生）

同じくArafat Kabirさん
（大学院歯学研究科4年生、留学生）

　平成26年5月22日（木）の読売新聞夕刊に、歯学部（高度先進補綴学）疋田准教授らが開
発を進め、4月から新たに保険適用となったCAD/CAM冠に関する記事が掲載されました。
　従来は手作業で歯科技工士らが制作していた歯の「かぶせ物」。
それをコンピューターで設計
し、自動の加工用機械で削り
出す手法をCAD/ CAM冠と
いいます。
　CAD/CAM冠は耐久性や
見た目に優れ、アレルギーを起
こす心配もないことから、現在
は、施設基準に適合する全国
の保険医療機関において導
入が進められています。

北海道医療大学から生まれたCAD/CAM冠
歯学部口腔機能修復・再建学系高度先進補綴学分野  准教授 疋田 一洋

　平成26年5月19日(月)から25日（日）の期間、本
学と交流協定を結んでいる台北医学大学にて、第4
回口腔医学に関する国際シンポジウムが開催されま
した。今回のシンポジウムでは、「トランスレーショナ
ル・メディスン－基礎研究から臨床応用へ－」と題し
たテーマの下、台北医学大学が協定を締結している
海外の大学（日本、タイ、オーストラリア、アメリカ、カ
ナダ、フランス、デンマーク）から18名の研究者が招
待され、台湾の研究者とともに口腔医学の様々な領
域における先端的な研究成果や今後の課題につい
て活発に討論されました。本学歯学部からは、斎藤
隆史歯学部長（歯学部う蝕制御治療学分野）と遠
藤一彦教授（歯学部生体材料工学分野）が招待さ
れ、それぞれ50分の講演を行いました。シンポジウム
は、土曜日と日曜日に開催されましたが、週末にもか
かわらず多くの学生・大学院生が教員とともに出席
し、熱心に耳を傾けている姿が印象的でした。
　シンポジウムに併催して、学部学生と大学院生と
を対象とした研究発表のコンぺティションが行われま

した。本学からは、大学院歯学研究科4年生の眞島
いづみさんと同じく大学院4年生でバングラデシュ人
民共和国からの留学生であるArafat Kabirさんが口
頭発表の基礎研究部門に参加しました。眞島さんの
研究発表（演題名：The Cruc ia l  Ro les  o f  
Autoinducer-2 from V. tobetsuensis in Oral 
B i o fi lm）とKab i rさんの研究発表（演題名：
Demineralized dentin graft in tri-cortical iliac 
bone defect of adult sheep）は、4名の審査委員
から研究の内容と討論を含めた発表の技量が特に
優れていると評価され、懇親会の席上で口腔医学院 
院長の歐 耿良先生から両名に対して表彰状が授
与されました。
　今年度における本学と台北医学大学との短期交
流事業では、8月に台北医学大学の薬学部と歯学
部学生を受け入れ、翌年3月には本学薬学部、歯学
部および看護福祉学部学生の派遣を予定しており、
両大学間で学生と教員の国際交流が益々盛んにな
ることが期待されます。

全国に先駆けて大学病院で導入した
歯科技術が全国紙に紹介されました

コンピューター支援設計・製造ユニットと疋田准教授

　平成26年4月から、本学大学病院で開発を進
めていたCAD/CAM冠が新たに保険適用になり
ました。CAD/CAM冠とは、従来は歯科技工士ら
が手作業で製作してきた歯の「かぶせ物」をコン
ピューターで設計し加工用機械で自動的に削り
出す手法のことで、平成21年4月、本学大学病
院が全国に先駆けて先進医療として承認された
治療技術です。
　CAD/CAM冠は従来の素材よりも高強度のハ
イブリッドレジンブロックという材料から作られており、
口の中での耐久性や見た目に優れ、アレルギーを
起こす心配もないことから、現在は全国の保険医療

機関において治療が行われています。
　本学大学病院では、平成11年に最新の歯科用
CAD/CAMシステムを導入し、コンポジットレジン、
セラミック、チタン、アルミナなどいろいろな材料で臨
床応用を試み、臨床研究を行ってきました。そして一
連の臨床研究の中で先進医療への申請を検討し、
メーカーと共同で材料としてハイブリッドレジンブロッ
クという新規材料を開発しました。
　今後、北海道医療大学から生まれたCAD/CAM
冠が保険医療における新しい治療法として幅広く
利用され、日本国民の健康増進につながることを期
待しています。 ハイブリッドレジンブロック

CAD画面

読売新聞夕刊（平成26年5月22日）掲載記事



　6月4日（水）から8日（日）まで開催された「第23回ＹＯＳＡＫＯＩ

ソーラン祭り」において、本学ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り部（チーム名

『ＴＨＥ☆北海道医療大学』）は見事ファイナル進出を果たし、優秀賞

を受賞しました。

　出場20周年という節目の年に、「軌跡」をテーマに

した壮大で躍動感のある演舞を披露し、その素晴らし

い演舞に札幌市内の各演舞会場では、観客から大き

な拍手と声援が送られました。

　応援、ご協力いただきました大学近隣住民の皆様、

OB・OGの皆様、本当に有難うございました。　　　

本学ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り部が
2014ファイナル進出・優秀賞を
受賞しました！
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大学祭「第36回九十九祭」が
開催されました

「夢中になれ ～ MAKE A SMILE」

　創立40周年を迎える記念すべき年に、今年度も36回目を迎える北

海道医療大学大学祭「九十九祭」が6月13日から3日間にわたり開催

されました。

　期間中は盛大な花火大会のほか様々なイベントや出店があり、地域

住民の方々や他大学の学生、オープンキャンパスが同時開催だったこ

ともあり高校生も多数来場し、大変なにぎわいをみせていました。

テーマ 

主な内容

・学術発表（学内各所）
・アトラクションステージ、出店

●6/14（土）・15日（日）〈本祭〉

●6/13（金）〈前夜祭〉
・体育館でのステージ発表
・花火大会（グランド）

●ステージ出演
・学内各団体・サークル等発表
・YOSAKOIソーラン演舞
・「空想委員会」ライブ （14日）
・「HAMBURGER BOYS」ライブ （15日）
・「パレードパレード」ライブ （15日）



団体名 月　日 大会名 参加種目 戦　績

■2014年度クラブ戦績

2014年度
第56回北海道学生バドミントン

春季リーグ戦大会

第7回
青森県民スポーツ・レクリエーション祭

4/23～4/27

7/6

バドミントン部

インディアカ
同 好 会

今年もたくさんのクラブが各大会で大健闘！
学友会体育局所属の各団体より4～8月の試合結果が報告され、以下の優秀な成績を残しました。

クラブ

男子（2部リーグ）

女子（2部リーグ）

一般混合の部
（1部リーグ）

優勝（1部昇格）

優勝（1部昇格）

3位

第46回
全日本歯科学生総合体育大会

8/1～8/3柔 道 部

ゴ ル フ 部

個人男子
66kg級

3位
1年 久保田 優理

第46回
全日本歯科学生総合体育大会

8/4～8/6 個人男子
準優勝
3年 山本 直弥

本学バドミントン部・男女ともに一部リーグ昇格！
　4月23日より開催された第56回北海道学生バ

ドミントン春季リーグ戦大会において、本学バドミン

トン部は強豪校との接戦を勝ち進み、男女ともに優

勝を果たしました。

　これに伴う一部リーグとの入れ替え戦において

も圧倒的な勝利を収め、見事、男女ともに一部昇格

を果たすという快挙を成し遂げました。

　本学ではバドミントン部をはじめ、体育局・文化局

の各団体・サークルにおいても、日々の勉学と共

に、サークル諸活動に積極的かつ精力的に励んで

います。

インディアカ同好会 柔道部 ゴルフ部

第56回北海道学生バドミントン春季リーグ戦大会にて
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生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の
連携・統合をめざす創造的な教育を推進し、確かな知識・技術
と幅広く深い教養を身につけた人間性豊かな専門職業人を
育成することによって地域社会ならびに国際社会に貢献する
ことを本学の教育理念とする。

■北海道医療大学の教育理念

北海道医療大学広報誌

広報誌についてのご意見・ご要望・情報等をお待ちしております。
E-ma i l : nyush i@hoku - i r yo -u .ac . j p

S T A F F●

発 行 日 ●

編集・発行●

2014年10月

北海道医療大学広報・教育事業部 入試広報課
　〒061-0293　北海道石狩郡当別町金沢1757
　☎（0133）22-2113
　http://www.hoku-iryo-u.ac.jp

No.159　コンピュータの発達により、「情報」の管理が大変に難しい社会になっています。欲しい「情
報」の検索は、極めて簡単になりました。たとえばパソコンの調子が悪く、原因と解決策がわ
からないとき、web上で検索欄に症状や状況などを示すキーワードを入力すると、沢山の
方々が、同じ経験をした時の解決策を書き込んだブログなどがヒットします。そしてその方法
を試してみると、最終的に解決できることを経験します。結果からは、その「情報」は有益な
「正しい」情報であると言えます。ところが同じ「情報」の中にも、「間違った」ものや「悪意に
よる偽りの」情報が紛れ込んでいることも多くあります。
　そこでまず、「情報検索」の後は、「情報の質」の判断とその「情報」を利用するかどうかの
判断が今まで以上に大切になってきたと考えます。さらに言えば「情報管理」も不可欠なス
キル（たとえば電子化された診療情報の厳密な管理と個人情報の保護など）です。今後は、
大学だけでなく、すべての教育課程において、情報処理教育が最重要科目になってくると思
います。この広報誌の「情報」においても、正しく有益で、よく「管理」されたものであること
を願っています。

（E.N記）

T O P I C S

中国・同済大学と交流協定を更新しました13
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　本学到着後は斎藤歯学部長と共に新川学長、
黒澤副学長を表敬訪問し、来学の挨拶とこれまで
の両大学の交流事業について報告をしました。そ
の後、斎藤歯学部長、越野教務部長、大野学事
相談役と今後の両学部間の交流について意見
交換が行われ、教育、研究の両面からより一層、交
流活動を進展させていくことを確認しました。
　調印式では、本学関係者の見守る中、斎藤歯
学部長、王院長により協定書への署名が行われ、
協定更新が完了しました。
　本学歯学部と同済大学口腔医学院は平成5
年より協定を結んでおり、本学の海外提携大学と
しては長い交流の歴史を持つ大学の一つです。

これまでにも数々の交流実績があり、平成26年
3月には本学歯学部の学生が同済大学での短
期臨床実習に参加しています。今回の協定更
新が今後のさらなる交流発展に繋がることが期
待されます。

　平成26年5月13日（火）、中国・同済大学口
腔医学院より王佐林院長と張磊副教授が来
学し、本学歯学部との交流協定更新の調印を
行いました。

インド大使館科学技術部による本学視察が行われました22
5

動物実験センター、アイソトープ研究センター、個
体差健康科学研究所やその他関連施設の視察
を行い、各学部の先生による説明を興味深く聞き
入り、質問を繰り返していました。
　その後は、札幌あい
の里キャンパスを経由し
て市内に向かい、札幌
サテライトキャンパスを
見学し、予定していた視
察を終えました。
　今回の訪問は、昨今
高まるインドと日本の交
流発展の一環として、

両国の科学技術交流にむけた取り組みの一面も
あったようです。北海道訪問、そして本学での視察
が、今後の日本とインドの科学技術交流発展の一
助になることを期待したいと思います。

　平成26年5月22日（木）、インド大使館科学技術
部よりチャダラム・シヴァジ参事官が来学し、本学研
究施設の視察を行いました。
　本学到着後、学長室を訪問し、学長に来学の挨
拶および視察受け入れのお礼を述べられました。
　シヴァジ氏はインド国内の科学技術振興のために
インド政府の科学技術部に所属し日本各地の研究
施設の視察を行っており、自身も地球物理学者とし
て研究を続けています。
　今回の来道では、本学のほか森町の地熱発電
所、豊羽鉱山、北海道大学農学研究科などの訪問
が予定されていました。
　本学では、主に薬学部、歯学部の研究機器、 薬学部岡崎教授によるハイテクリサーチラボの紹介学長室にて新川学長とシヴァジ氏
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